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一九世紀初頭ドイツにおけるプレスの自由とプレスの濫用﻿

一
九
世
紀
初
頭
ド
イ
ツ
に
お
け
る
プ
レ
ス
の
自
由
と
プ
レ
ス
の
濫
用

─
─
ク
ル
ー
クW

. T
. K

rug

の
ド
イ
ツ
同
盟
プ
レ
ス
法
草
案
を
手
掛
か
り
に
─
─

的　
　

場　
　

か 

お 

り

一　

は
じ
め
に

（
一
）
問
題
の
所
在

　

本
稿
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ト
ラ
ウ
ゴ
ッ
ト
・
ク
ル
ー
クW

. T
. K

rug

（
一
七
七
〇
～
一
八
四
二
年
）
の
プ
レ
ス
の
自
由
論
を
考

究
す
る
も
の
で
あ
る
。
ク
ル
ー
ク
は
カ
ン
トI. K

ant
（
一
七
二
四
～
一
八
〇
四
年
）
の
批
判
哲
学
に
強
い
影
響
を
受
け
た
哲
学
者
と

し
て
知
ら
れ
る
が
、
ザ
ク
セ
ン
で
は
ラ
ン
ト
議
会
第
一
院
議
員
と
し
て
国
制
改
革
の
議
論
を
リ
ー
ド
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
事
前
検
閲

を
義
務
づ
け
る
ド
イ
ツ
同
盟
プ
レ
ス
法
（
一
八
一
九
年
）
と
「
プ
レ
ス
の
自
由
」
の
保
障
を
明
記
す
る
ザ
ク
セ
ン
憲
法
（
三
一
年
）
を

前
に
、
三
〇
年
代
の
ザ
ク
セ
ン
で
は
プ
レ
ス
法
制
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
憲
法
制
定
後
初
の
議
会

で
ク
ル
ー
ク
は
プ
レ
ス
法
の
早
急
な
制
定
と
プ
レ
ス
の
自
由
の
保
障
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

　

彼
の
プ
レ
ス
の
自
由
論
は
、
一
八
一
八
年
に
ド
イ
ツ
同
盟
議
会
へ
献
呈
し
た
『
プ
レ
ス
の
自
由
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
立
法
草
案
な
ら

び
に
イ
ギ
リ
ス
立
法
に
つ
い
て
の
叙
述Entw

urf zur deutschen, und D
arstellung der englischen Gesetzgebung über die 

（
1
）
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Preßfreiheit

』（
以
下
、『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
と
呼
ぶ
）
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
Ⅰ
部
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
プ
レ
ス
の
自
由

に
関
す
る
一
般
法
草
案Entw

urf zu einer allgem
einen Gesetzgebung über die Preßfreiheit in D

eutschland

」（
一
～
三

六
頁
）
と
第
Ⅱ
部
「
文
書
誹
毀
、
プ
レ
ス
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
立
法
の
叙
述D

arstellung der englischen Ge-

setzgebung in Bezug auf das Libell, die Presse und die Journale

」（
三
七
～
一
五
七
頁
）
か
ら
な
る
同
書
は
、
同
盟
プ
レ

ス
法
の
制
定
議
論
に
影
響
を
与
え
た
点
で
も
重
要
で
あ
る
。
同
盟
規
約
一
八
条
「
同
盟
関
係
に
あ
る
諸
侯
お
よ
び
自
由
都
市
は
、
ド
イ

ツ
同
盟
諸
国
の
臣
民
に
対
し
て
次
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。（
中
略
）
ｄ　

同
盟
議
会
は
、
そ
の
第
一
回
会
議
に
お
い

て
プ
レ
ス
の
自
由
な
ら
び
に
複
写
物
に
対
す
る
著
作
者
お
よ
び
出
版
者
の
諸
権
利
の
保
障
に
関
し
て
一
律
的
命
令
を
制
定
す
る
こ
と
に

取
り
組
む
も
の
で
あ
る
」
を
プ
レ
ス
の
濫
用
防
止
に
主
眼
を
置
い
て
解
釈
し
「
検
閲
法
」
の
制
定
を
目
指
す
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
メ
ッ
テ

ル
ニ
ヒK

. W
. L. v. M

etternich
（
一
七
七
三
～
一
八
五
九
年
）
や
彼
の
ブ
レ
ー
ン
の
ゲ
ン
ツF. v. Gentz

（
一
七
六
四
～
一
八
三

二
年
）
に
対
し
、
一
八
条
ｄ
は
分
別
あ
る
プ
レ
ス
の
自
由
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
人
に
享
受
さ
れ
る
こ
と
を
定
め

て
い
る
と
解
釈
し
た
の
が
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
者
ベ
ル
クG. H

. v. Berg

（
一
七
六
五
～
一
八
四
三
年
）
で
あ
る
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
大
公

国
代
表
を
務
め
る
ベ
ル
ク
は
同
盟
議
会
で
、
思
想
や
プ
レ
ス
を
罰
し
う
る
の
は
内
な
る
裁
判
官
、
す
な
わ
ち
良
心
の
み
で
あ
る
、
た
だ

し
自
由
の
行
使
に
は
責
任
が
と
も
な
い
、
プ
レ
ス
の
自
由
が
全
体
の
福
祉
と
い
う
目
的
を
逸
脱
し
た
場
合
、
そ
の
処
罰
を
外
部
の
裁
判

官
の
手
に
委
ね
ね
ば
な
ら
な
い
、
こ
の
プ
レ
ス
の
自
由
の
限
界
を
法
律
で
定
め
る
こ
と
こ
そ
同
盟
議
会
の
仕
事
で
あ
る
、
と
報
告
し
た
。

こ
の
時
ベ
ル
ク
が
参
照
し
た
の
が
『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
同
盟
お
よ
び
ザ
ク
セ
ン
王
国
の
プ
レ
ス
法
制
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
著
『
プ
レ
ス
の
自
由
と
検
閲
・
政
治
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

─
─
近
代
ド
イ
ツ
・
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
出
版
法
制
の
展
開
』
で
考
察
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
際
十
分
に
検
討
で
き
な
か
っ
た

『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
を
取
り
上
げ
、
プ
レ
ス
の
自
由
や
プ
レ
ス
法
に
関
す
る
ク
ル
ー
ク
の
見
解
、
そ
し
て
彼
の
見
解
が
当
時
の
プ

（
2
）

（
3
）
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一九世紀初頭ドイツにおけるプレスの自由とプレスの濫用﻿

レ
ス
の
自
由
を
め
ぐ
る
議
論
に
果
た
し
た
役
割
を
解
明
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
な
お
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
第
Ⅰ
部

に
焦
点
を
当
て
、
第
Ⅱ
部
の
検
討
は
稿
を
改
め
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

（
二
）
先
行
研
究

　

カ
ン
ト
哲
学
の
系
譜
に
属
す
る
ク
ル
ー
ク
は
『
哲
学
の
新
し
い
論
理
学
の
構
想
あ
る
い
は
哲
学
的
認
識
の
諸
原
理
に
関
す
る
試
み

Entw
urf eines neuen O

rganons der Philosophie oder V
ersuch über die Principien der philosophischen Erkennt-

nis

』（
一
八
〇
一
年
）
か
ら
『
基
礎
哲
学Fundam

entalphilosophie

』（
〇
三
年
）
を
経
て
、
自
ら
の
哲
学
的
立
場
を
「
超
越
論
的

総
合
論transzendentaler Synthetism

us

」
と
名
づ
け
た
。
観
念
論
を
突
き
詰
め
れ
ば
絶
対
的
虚
無
論
に
、
実
在
論
を
突
き
詰
め

れ
ば
唯
物
論
や
盲
目
的
な
機
械
論
、
宿
命
論
に
至
る
が
ゆ
え
に
、
観
念
論
と
実
在
論
の
超
越
論
的
総
合
論
が
哲
学
す
る
こ
と
の
限
界
点

で
あ
る
と
説
き
、
哲
学
の
本
質
お
よ
び
目
的
を
、
こ
の
超
越
論
的
総
合
論
の
中
で
観
念
論
と
実
在
論
、
そ
し
て
理
論
と
実
践
を
互
い
に

結
び
つ
け
る
こ
と
に
見
出
し
た
。

　

ク
ル
ー
ク
は
国
制
や
政
治
に
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
が
大
学
で
学
び
学
者
と
し
て
歩
き
出
し
た
一
八
世
紀
末
か
ら
一

九
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
激
動
の
最
中
に
あ
っ
た
。
彼
が
一
八
〇
九
年
以
降
教
鞭
を
と
っ
た
ザ
ク
セ
ン
も
例
外
で
は
な
く
、
解
放

戦
争
後
の
大
幅
な
領
土
割
譲
に
よ
っ
て
中
規
模
国
へ
と
転
落
し
た
。
硬
直
化
し
た
祖
国
の
国
家
体
制
を
批
判
し
、
特
に
国
家
と
教
会
の

分
野
に
お
け
る
自
由
主
義
の
実
現
や
憲
法
の
制
定
を
訴
え
る
ク
ル
ー
ク
の
姿
勢
は
、
学
生
や
自
由
主
義
者
に
影
響
を
与
え
た
。
彼
の
自

由
主
義
が
「
ジ
ュ
ス
ト
・
ミ
リ
ュ
ーjuste m

ilieu

」
と
評
さ
れ
る
の
は
、
自
ら
の
立
場
を
急
進
的
自
由
主
義
と
非
自
由
主
義
と
い
う

両
極
の
中
間
に
位
置
づ
け
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
極
は
い
ず
れ
も
暴
力
的
な
措
置
を
講
じ
て
妥
当
し
よ
う
と
す
る
点
で
類
似
し
て

お
り
、
暴
力
を
と
も
な
う
革
命
と
反
革
命
が
相
互
否
定
を
繰
り
返
す
こ
と
は
悲
劇
的
で
あ
る
と
説
い
た
。
三
一
年
に
憲
法
が
制
定
さ
れ

る
と
、
ク
ル
ー
ク
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
代
表
と
し
て
ラ
ン
ト
議
会
第
一
院
議
員
と
な
り
、
包
括
的
で
完
成
さ
れ
た
プ
レ
ス
法
の
早
急

（
4
）

（
5
）
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な
制
定
を
要
求
し
た
。
そ
の
際
、「
検
閲
法
は
プ
レ
ス
法
で
は
な
い
」
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
予
防
理
論
に
基
づ
く
検
閲
法
は
ポ
リ
ツ

ァ
イ
（
警
察
）
の
講
じ
る
措
置
を
法
と
い
う
服
で
覆
い
隠
す
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
、
プ
レ
ス
の
自
由
を
保
障
す
る
立
法
を
求
め
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
歴
を
も
つ
ク
ル
ー
ク
に
関
す
る
研
究
は
、
哲
学
・
神
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
政
治
学
・
思
想
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
大
別

で
き
る
。
哲
学
・
神
学
分
野
で
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
に
お
け
る
彼
の
立
ち
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
、
主
に
カ
ン

ト
と
ヘ
ー
ゲ
ルG. W

. F. H
egel

（
一
七
七
〇
～
一
八
三
一
年
）
と
対
照
し
な
が
ら
彼
の
方
法
論
の
解
明
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　

他
方
、
一
八
〇
九
年
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
へ
移
っ
て
以
降
の
ク
ル
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
大
学
や
ラ
ン
ト
議
会
で
の
活
動
か
ら
彼
の

政
治
姿
勢
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ
、
政
治
史
や
政
治
思
想
史
の
分
野
で
の
研
究
が
目
立
つ
。
彼
の
国
制
論
、
自
由
主
義
・
立
憲
主
義
観
、

彼
が
主
導
し
た
大
学
改
革
を
支
え
る
大
学
観
な
ど
が
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
も
、
新
し
く
発
足
し
た
ド

イ
ツ
同
盟
が
プ
レ
ス
の
自
由
を
ど
う
規
律
す
る
の
か
と
い
う
政
治
的
・
法
的
議
論
に
関
心
を
も
っ
て
執
筆
さ
れ
た
著
作
で
あ
る
が
、
そ

の
研
究
は
、
プ
レ
ス
の
自
由
史
研
究
の
大
家
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ル
トU

. Eisenhardt

が
同
盟
の
議
論
を
分
析
す
る
過
程
で
言
及
す
る
程
度

に
留
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
同
書
は
、
一
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
プ
レ
ス
の
自
由
に
関
す
る
立
法
議
論
を
解
明
す
る
と
同
時
に
、

三
〇
年
代
の
ク
ル
ー
ク
の
プ
レ
ス
の
自
由
論
と
の
比
較
を
通
し
そ
の
変
遷
を
明
瞭
に
す
る
こ
と
に
資
す
る
史
料
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
ク
ル
ー
ク
の
半
生
を
詳
ら
か
に
し
、『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
の

執
筆
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
続
い
て
、
同
書
の
内
容
を
検
討
し
、
一
〇
年
代
の
同
盟
の
プ
レ
ス
法
議
論
と
三
〇
年
代
の
ク
ル
ー
ク
の

プ
レ
ス
の
自
由
論
と
の
関
係
を
究
明
す
る
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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一九世紀初頭ドイツにおけるプレスの自由とプレスの濫用﻿

二　

ク
ル
ー
ク
の
半
生

（
一
）
プ
フ
ォ
ル
タ
か
ら
大
学
へ

　

ク
ル
ー
ク
は
一
七
七
〇
年
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
国
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
南
西
二
〇
キ
ロ
に
あ
る
ラ
デ
ィ
スRadis

に
生
ま
れ
た
。

父
は
騎
士
領
の
小
作
人
で
あ
り
（
そ
の
後
、
直
轄
領
の
役
人
や
財
務
管
理
の
職
に
就
い
た
）、
ク
ル
ー
ク
の
学
業
・
研
究
生
活
に
は
常

に
金
銭
的
不
安
と
農
民
の
子
と
い
う
出
自
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

教
育
に
熱
心
で
あ
っ
た
ク
ル
ー
ク
家
の
子
ど
も
た
ち
は
、
主
に
家
庭
教
師
か
ら
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ア
語
、
新
訳
聖
書
な
ど
を
学
ん

だ
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ク
ル
ー
ク
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
に
通
う
親
戚
か
ら
大
学
の
様
子
を
聴
き
、
神
学
を
学
び
聖
職
者
に
な
る

夢
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
裕
福
で
は
な
い
ク
ル
ー
ク
家
に
助
言
を
与
え
た
の
が
、
ラ
デ
ィ
ス
を
治
め
る
ボ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン

Bodenhausen

家
で
教
師
を
し
て
い
た
文
献
学
者
デ
ー
リ
ン
クF. W

. D
öring

（
一
七
五
六
～
一
八
三
七
年
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
自

身
も
学
ん
だ
授
業
料
不
要
の
寄
宿
学
校
プ
フ
ォ
ル
タPforta

を
勧
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ク
ル
ー
ク
は
八
二
年
か
ら
六
年
に
わ

た
り
名
門
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
授
業
の
大
半
は
古
典
文
献
の
講
読
で
あ
り
、
算
術
を
除
き
、
歴
史
や
地
理
、
博
物

と
い
っ
た
科
目
を
学
ぶ
機
会
は
な
か
っ
た
。

　

ク
ル
ー
ク
の
大
学
生
活
は
一
七
八
八
年
に
始
ま
る
が
、
翌
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
革
命
が
勃
発
し
た
。
故
郷
に
近
い
と
い
う
理
由
で
選

ん
だ
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
で
、
彼
は
生
涯
の
師
と
な
る
ラ
イ
ン
ハ
ル
トF. V

. Reinhard

（
一
七
五
三
～
一
八
一
二
年
）
に
出
会

っ
た
。
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
は
九
二
年
に
ド
レ
ス
デ
ン
の
宮
廷
説
教
師O

berhofprediger

に
任
命
さ
れ
、
ザ
ク
セ
ン
の
宗
教
・
学
校
行
政

に
多
大
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
神
学
者
で
あ
る
。
ク
ル
ー
ク
は
彼
の
哲
学
や
教
理
神
学
、
道
徳
に
関
す
る
講
義
に
出
席
す

る
の
み
な
ら
ず
、
彼
が
催
す
公
開
討
論
や
説
教
師
集
会
に
も
熱
心
に
参
加
し
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
で
は
「
説
教
学
と
説
教
術
」
を

（
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習
得
し
た
と
回
顧
し
た
よ
う
に
、
ク
ル
ー
ク
の
学
修
の
中
核
に
は
神
学
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。

　

聖
職
者
で
は
な
く
研
究
者
に
な
る
よ
う
勧
め
る
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
に
し
た
が
い
、
ク
ル
ー
ク
は
一
七
九
二
年
、
イ
エ
ナ
大
学
に
移
っ
た
。

イ
エ
ナ
を
選
ん
だ
理
由
は
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
トK

. L. Reinhold

（
一
七
五
七
～
一
八
二
三
年
）
の
存
在
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク

で
「
ヴ
ォ
ル
フ
哲
学
を
基
調
に
し
た
折
衷
主
義
哲
学
」
し
か
学
べ
な
か
っ
た
ク
ル
ー
ク
に
と
っ
て
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
「
カ
ン
ト
哲
学

の
第
一
の
使
徒
」
で
あ
り
「
聖
域
へ
導
い
て
く
れ
る
」
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
『
ド
イ
ツ
・
メ
ル
ク
ー
アD

er T
eutsche 

M
erkur

』
に
「
カ
ン
ト
哲
学
に
関
す
る
書
簡Briefe über die K

antische Philosophie

」（
一
七
八
六
～
八
七
年
）
を
連
載
し
、

カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
へ
の
関
心
を
喚
起
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
ク
ル
ー
ク
は
彼
の
下
で
カ
ン
ト
哲
学
を
精
力
的
に
吸
収
し
た
の
で
あ
る
。

次
は
カ
ン
ト
か
ら
直
接
教
え
を
乞
い
た
い
と
望
む
ク
ル
ー
ク
に
対
し
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
戻
り
教
授
資
格
論
文

を
書
き
上
げ
る
べ
き
だ
と
し
て
賛
同
し
な
か
っ
た
。
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
行
き
を
断
念
し
た
ク
ル
ー
ク
は
、
静
養
と
文
献
調
査
と
い
う

理
由
を
付
し
て
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
に
赴
い
た
。
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
滞
在
は
九
四
年
の
一
学
期
と
短
く
、
ハ
イ
ネC. G. H

eyne

（
一
七
二
九
～
一
八
一
二
年
）
と
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ンJ. G. Eichhorn

（
一
七
五
二
～
一
八
二
七
年
）
の
講
義
の
み
を
聴
講
し
、
前
者
か

ら
古
典
学
を
、
後
者
か
ら
旧
約
聖
書
の
釈
義
を
学
ん
だ
。

（
二
）
ザ
ク
セ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
時
代
（
一
七
九
四
～
一
八
〇
一
年
）

　

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
に
戻
っ
た
ク
ル
ー
ク
は
、「
平
和
を
希
望
す
る
か
選
び
取
る
か
に
関
す
る
哲
学
者
た
ち
の
議
論D

e pace 

inter philosophos utrum
 speranda et optanda

」（
一
七
九
四
年
）
と
「
所
与
の
自
然
理
性
に
基
づ
く
道
徳
律
の
執
筆
必
要
性
と

そ
の
範
囲Lex m

oralis utrum
 et quatenus om

ni naturae ratione praeditae scribenda sit

」（
九
六
年
）
に
よ
っ
て
教
授

資
格
を
得
、
哲
学
と
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
を
教
え
る
助
手
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
以
降
ク
ル
ー
ク
は
執
筆
活
動
に
勤
し
む
が
、
そ
れ
は
生
活
の
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
の
考
え
を
口
頭
で
小
さ
な
集
団
に

（
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）

（
15
）
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伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
書
籍
化
す
る
こ
と
で
よ
り
大
き
な
集
団
に
伝
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。『
哲
学
の
新
し
い
論
理
学
の
構
想
あ
る
い

は
哲
学
的
認
識
の
諸
原
理
に
関
す
る
試
み
』
は
、「
古
い
家
を
出
て
自
分
の
た
め
に
新
し
い
家
を
建
て
た
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
独

自
の
「
超
越
論
的
総
合
論
」
を
先
駆
的
に
論
じ
た
著
作
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
平
和
・
国
制
を
論
じ
た
著
作
は
、
一
八
一
〇
年
代
半
ば
以

降
ド
イ
ツ
が
模
索
す
る
新
体
制
を
め
ぐ
る
議
論
で
の
彼
の
立
ち
位
置
を
見
通
す
上
で
示
唆
に
富
む
。
平
和
論
は
、
彼
が
教
授
資
格
論
文

の
主
題
に
選
ん
だ
よ
う
に
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
を
反
映
し
熱
心
に
議
論
さ
れ
て
い
た
主
題
の
一
つ
で
あ
り
、
議
論
の
中
心
に
は

カ
ン
ト
が
い
た
。
カ
ン
ト
は
一
七
八
〇
年
代
か
ら
平
和
論
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
始
め
、
九
五
年
に
は
『
永
遠
平
和
の
た
め
に

Zum
 ew

igen Frieden
』
を
出
版
し
た
。
ク
ル
ー
ク
が
九
七
年
に
匿
名
で
発
表
し
た
「
全
ド
イ
ツ
共
和
国
に
向
け
て
の
基
本
路
線

─
─
あ
る
真
理
の
殉
教
者
に
よ
る
叙
述Grundlinien zu einer allgem

einen deutschen Republik, gezeichnet von einem
 

M
ärtyrer der W

ahrheit

」
は
、
共
和
制
の
採
用
や
周
辺
国
と
の
平
和
同
盟
の
設
立
な
ど
、
カ
ン
ト
の
枠
組
み
を
基
本
的
に
継
承
し

て
い
た
。
ま
た
ク
ル
ー
ク
の
『
法
の
哲
学
へ
の
箴
言A

phorism
en zur Philosophie des Rechts

』（
一
八
〇
〇
年
）
は
フ
ィ
ヒ
テ

の
『
封
鎖
商
業
国
家D

er geschlossene H
andelsstaat

』（
同
年
）
と
と
も
に
、
ゲ
ン
ツ
を
「
永
遠
平
和
に
関
し
てU

eber den 

ew
igen Frieden

」（
同
年
）
に
よ
る
反
論
へ
と
駆
り
立
て
た
。
空
想
や
理
論
か
ら
平
和
は
生
ま
れ
ず
、
安
定
し
た
大
き
な
君
主
国
間

の
勢
力
均
衡
を
図
る
こ
と
が
平
和
実
現
の
手
段
で
あ
る
と
説
く
同
論
文
か
ら
は
、
後
に
ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
構
築
に
動
く
ゲ
ン
ツ
の
姿
勢

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
学
人
と
し
て
の
ク
ル
ー
ク
の
キ
ャ
リ
ア
に
大
き
な
影
を
落
と
し
た
の
が
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
滞
在
中
に
印
刷
に
回
し
て
い
た
『
啓

示
宗
教
の
完
成
能
力
に
関
す
る
書
簡Briefe über die Perfektibilität der geoffenbahrten Religion

』（
一
七
九
五
年
）
で
あ
る
。

「
完
成
能
力
・
完
成
可
能
性Perfektibilität

」
を
キ
ー
概
念
に
そ
の
擁
護
や
神
学
・
宗
教
思
想
に
与
え
る
影
響
を
論
じ
た
同
書
は
、

第
一
二
書
簡
（
二
四
六
～
二
六
八
頁
）
で
カ
ン
ト
の
『
単
な
る
理
性
の
限
界
内
に
お
け
る
宗
教
』
を
「
こ
れ
ま
で
で
最
も
重
要
な
作
品

（
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）

（
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の
一
つ
」
と
し
て
扱
う
よ
う
に
、
カ
ン
ト
哲
学
に
基
づ
き
執
筆
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
出
版
を
依
頼
し
た

ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
で
は
検
閲
官
庁
を
大
変
不
快
に
さ
せ
た
と
し
て
断
ら
れ
、
結
局
イ
エ
ナ
に
お
い
て
匿
名
で
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
ク

ル
ー
ク
が
執
筆
者
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
裁
判
所
の
聴
取
で
彼
が
そ
の
事
実
を
認
め
る
と
、
ザ

ク
セ
ン
の
神
学
界
や
宗
教
界
、
政
界
を
巻
き
込
む
騒
動
と
な
り
、
大
学
裁
判
所
は
同
書
の
再
版
と
神
学
の
講
義
を
禁
ず
る
処
分
を
言
い

渡
し
た
。『
批
判
哲
学
と
人
間
の
倫
理
的
・
政
治
的
・
宗
教
的
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
てÜ

ber das V
erhältniss der kritischen 

Philosophie zur m
oralischen, politischen und religiösen K

ultur des M
enschen

』（
九
八
年
）
で
倫
理
、
政
治
、
宗
教
と
い

う
三
つ
の
観
点
か
ら
批
判
哲
学
を
擁
護
し
自
身
の
評
判
回
復
を
試
み
る
も
叶
わ
ず
、
つ
い
に
彼
は
国
外
で
の
ポ
ス
ト
探
し
を
決
断
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
こ
の
騒
動
を
通
し
、
純
粋
に
学
問
的
な
内
容
へ
の
規
制
、
出
版
の
禁
止
、
講
義
の
没
収
と
い
う
思
想
、
プ
レ
ス
、

そ
し
て
教
授
（
学
問
）
の
自
由
の
制
約
に
対
峙
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
プ
ロ
イ
セ
ン
時
代

①
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
デ
ル
時
代
（
一
八
〇
一
～
〇
五
年
）

　

一
八
〇
一
年
、
隣
国
プ
ロ
イ
セ
ン
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
デ
ル
大
学
教
授
シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ル
トG. S. Stein-

bart

（
一
七
三
八
～
一
八
〇
九
年
）
か
ら
招
聘
の
話
が
ク
ル
ー
ク
の
元
に
舞
い
込
ん
だ
。
啓
蒙
主
義
者
で
神
学
者
の
シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ル

ト
は
こ
の
国
の
宗
教
・
教
育
行
政
を
主
導
す
る
一
人
で
あ
っ
た
。
招
聘
の
詳
し
い
経
緯
は
自
叙
伝
か
ら
も
判
然
と
し
な
い
が
、
招
聘
の

打
診
が
あ
る
前
に
ク
ル
ー
ク
は
ベ
ル
リ
ン
に
赴
き
「T

eller

、Zöllner
、Gedike

、Biester

、N
ikolai

（
原
文
マ
マ
）
ら
」
を
訪
ね

て
い
た
。
彼
ら
は
み
な
「
ド
イ
ツ
啓
蒙
主
義
者
友
の
会
」（
以
下
、「
ベ
ル
リ
ン
水
曜
会
」
と
呼
ぶ
）
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
テ
ラ
ー

W
. A

. T
eller

（
一
七
三
四
～
一
八
〇
四
年
）、
ツ
ェ
ル
ナ
ーJ. F. Zöllner
（
一
七
五
三
～
一
八
〇
四
年
）、
ゲ
ー
デ
ィ
ケF. Gedike

（
一
七
五
四
～
一
八
〇
三
年
）
は
い
ず
れ
も
同
会
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
高
等
宗
務
局
顧
問
官O

berconsistorialrat

で
あ
っ
た
。

（
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ビ
ー
ス
タ
ーJ. E. Biester

（
一
七
四
九
～
一
八
一
六
年
）
も
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
ゲ
ー
デ
ィ
ケ
と
と
も
に
同
会
の
機
関
誌
と
も

い
え
る
『
ベ
ル
リ
ン
月
報Berlinische M

onatsschrift

』
創
刊
に
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
（
カ
ン
ト
は
会
員
で
は
な
か
っ
た
が
、
友

人
ビ
ー
ス
タ
ー
の
同
雑
誌
に
一
七
八
四
年
以
降
頻
繁
に
寄
稿
し
た
）。
ニ
コ
ラ
イC. F. N

icolai

（
一
七
三
三
～
一
八
一
一
年
）
は
書

籍
出
版
業
者
で
あ
り
著
述
家
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
教
育
・
宗
教
界
に
影
響
力
を
も
つ
啓
蒙
主
義
者
と
い
う
共
通
点
が
彼
ら
と
シ
ュ
タ

イ
ン
バ
ル
ト
の
間
に
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
ク
ル
ー
ク
の
ベ
ル
リ
ン
訪
問
と
招
聘
の
打
診
と
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と

い
う
仮
説
も
立
て
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
史
料
か
ら
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ベ
ル
リ
ン
水
曜
会
が
社
会
的
啓
蒙
の
促
進
と
い
う
主
題
の
下
で
行
っ
た
「
プ
レ
ス
の
自
由
」
に
関
す
る
議
論
は
興
味
深
い
。
一
七
八

三
年
一
二
月
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
な
さ
れ
た
議
論
で
は
、
真
理
の
普
及
の
た
め
に
中
産
身
分
・
知
識
身
分
に
無
制
約
な
プ
レ
ス
の
自

由
を
認
め
る
と
い
う
会
員
が
い
る
一
方
、
下
層
身
分
・
大
衆
を
啓
蒙
の
対
象
と
考
え
る
会
員
は
自
由
の
制
約
、
す
な
わ
ち
検
閲
を
是
認

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
議
論
に
対
し
、
カ
ン
ト
は
「
啓
蒙
と
は
何
か
と
い
う
問
い
へ
の
答
え
」（
八
四
年
）
で
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
「
こ
れ

ま
で
抑
圧
し
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
君
主
か
ら
の
思
想
の
自
由
返
還
要
求
」（
九
三
年
・
匿
名
）
で
、「
後
見
人V

orm
ünder

」
と

い
う
概
念
を
用
い
て
批
判
を
加
え
た
。
二
人
は
、
自
ら
で
考
え
る
こ
と
や
意
見
を
相
互
に
伝
達
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
者
、
す
な
わ
ち
啓

蒙
自
体
を
否
定
す
る
者
、
そ
し
て
、
啓
蒙
さ
れ
て
い
な
い
者
の
た
め
に
真
理
と
誤
謬
の
境
界
線
を
引
い
て
や
る
権
限
が
自
分
に
は
あ
る

と
偉
ぶ
る
啓
蒙
主
義
者
を
、
後
見
人
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
啓
蒙
と
は
自
ら
が
招
い
た
未
成
年
状
態
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
で
あ
る
と
い

う
前
提
か
ら
出
発
す
る
カ
ン
ト
は
、
啓
蒙
の
た
め
に
は
自
身
の
理
性
を
公
的
に
使
用
す
る
自
由
が
必
要
で
あ
り
、
読
者
世
界
の
全
公
衆

を
前
に
学
識
者
と
し
て
理
性
を
公
的
に
使
用
す
る
自
由
は
無
制
約
で
あ
る
と
主
張
し
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
思
想
の
自
由
は
無
制
約
で
あ
る

と
い
う
立
場
か
ら
、
何
が
真
理
で
何
が
誤
謬
か
を
決
定
し
た
り
、
研
究
対
象
を
限
定
し
た
り
、
他
人
に
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
を
妨
害

し
た
り
す
る
権
利
は
君
主
た
ち
に
は
な
い
と
述
べ
た
。
啓
蒙
は
他
律
で
は
な
く
自
律
に
基
づ
く
と
認
識
す
る
二
人
は
、
個
々
人
が
自
ら

（
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の
考
え
を
表
現
し
発
信
す
る
重
要
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
世
紀
初
頭
の
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
、
大
臣
マ
ッ
ソ
ウJ. E. v. M

assow

（
一
七
五
〇
～
一
八
一
六
年
）
の
下
で
反
啓
蒙
的
・
反

動
的
な
宗
教
・
教
育
政
策
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
各
大
学
の
監
督
権
を
も
つ
彼
の
承
認
を
得
て
、
ク
ル
ー
ク
は
一
八
〇
一
年

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
デ
ル
大
学
員
外
教
授
に
着
任
し
た
が
、
こ
こ
で
も
早
々
に
講
義
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞

わ
れ
た
。
彼
は
論
理
学
以
外
の
哲
学
諸
科
目
と
聖
書
釈
義
を
単
独
で
担
当
し
、
論
理
学
の
み
シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ル
ト
と
交
代
で
担
当
し
て

い
た
が
、
論
理
学
の
講
義
内
容
を
め
ぐ
り
二
人
の
関
係
が
こ
じ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
ク
ル
ー
ク
が
事
態
の
収
拾
を
依
頼
し
た
の
が

マ
ッ
ソ
ウ
で
あ
り
、
大
臣
の
介
入
に
よ
っ
て
ク
ル
ー
ク
が
自
立
し
た
教
育
者
で
あ
る
こ
と
を
シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ル
ト
に
認
め
さ
せ
、
教
授

の
自
由
を
墨
守
し
た
。

②
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
時
代
（
一
八
〇
五
～
〇
九
年
）

　

一
八
〇
四
年
に
カ
ン
ト
が
死
去
す
る
と
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
大
学
か
ら
後
任
人
事
を
任
せ
ら
れ
た
マ
ッ
ソ
ウ
は
ク
ル
ー
ク
を
推
挙

し
た
。
こ
こ
に
も
二
人
の
関
係
の
深
さ
が
確
認
で
き
る
。
カ
ン
ト
の
後
任
、
す
な
わ
ち
思
弁
哲
学
の
正
教
授
と
な
っ
た
ク
ル
ー
ク
に
対

し
、
実
践
哲
学
の
教
授
は
ク
ラ
ウ
スC. J. K

raus
（
一
七
五
三
～
一
八
〇
七
年
）
で
あ
っ
た
が
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』

の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
彼
は
、
哲
学
よ
り
も
官
房
学
の
講
義
に
重
点
を
置
き
、
近
代
化
改
革
を
支
え
る
官
僚
の
養
成
に
注
力
し
て
い
た
。

　

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
時
代
の
ク
ル
ー
ク
に
つ
い
て
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、「
倫
理
・
学
術
協
会Sittlich-W

issenschaftli-

cher V
erein

」（
以
下
、「
美
徳
同
盟T

ugendbund

」
と
呼
ぶ
）
で
の
活
動
で
あ
る
。
着
任
直
後
の
〇
六
年
に
は
ラ
イ
ン
同
盟
の
創

設
と
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
解
体
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
と
政
府
の
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
へ
の
逃
亡
が
起
こ
り
、
翌
年
に
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ

ル
ク
に
ほ
ど
近
い
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
で
屈
辱
的
な
講
和
条
約
が
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
〇
八
年
春
に
創

設
さ
れ
、
同
年
六
月
三
〇
日
に
は
国
王
に
よ
っ
て
正
式
に
承
認
さ
れ
た
結
社
が
美
徳
同
盟
で
あ
る
。

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（阪大法学）71（3・4-64）　754 〔2021. 11 〕



一九世紀初頭ドイツにおけるプレスの自由とプレスの濫用﻿
　

政
府
の
審
査
を
パ
ス
し
た
美
徳
同
盟
の
定
款
に
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
人
の
品
性
を
高
め
倫
理
的
に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
純
粋
に
愛
国
主

義
的
な
目
的
を
も
つ
結
社
で
あ
り
、
国
家
の
案
件
に
違
法
に
介
入
す
る
と
い
っ
た
政
治
的
傾
向
を
も
た
な
い
旨
が
明
記
さ
れ
た
。
こ
の

目
的
達
成
の
た
め
に
、
青
年
教
育
、
民
衆
教
育
、
学
術
、
民
衆
の
福
祉
、
外
的
ポ
リ
ツ
ァ
イ
（
健
康
・
生
命
・
所
有
の
保
全
、
犯
罪
の

抑
止
な
ど
）、
内
的
ポ
リ
ツ
ァ
イ
（
会
員
の
法
的
・
倫
理
的
行
動
の
監
督
）
の
六
部
局
が
設
け
ら
れ
、
会
員
は
一
つ
な
い
し
二
つ
の
部

局
に
携
わ
っ
た
。
最
初
の
五
部
局
は
理
事
に
よ
っ
て
、
内
的
ポ
リ
ツ
ァ
イ
部
局
は
監
察
官
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
た
。

　

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
の
本
部Stam

m
verein

は
、
本
部
メ
ン
バ
ー
（
理
事
五
名
と
監
察
官
一
名
）、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
理
事
会

H
auptkam

m
er

の
幹
部
（
理
事
五
名
と
監
察
官
一
名
）、
理
事
補
佐
五
名
、
兵
士
倫
理
教
育
施
設
長
一
名
の
計
一
八
名
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
た
。
会
員
数
が
一
〇
人
に
達
し
た
都
市
に
は
理
事
と
監
察
官
か
ら
な
る
理
事
会
が
置
か
れ
、
そ
れ
ら
は
四
つ
の
県
理
事
会

（
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
、
コ
ル
ベ
ル
ク
、
ベ
ル
リ
ン
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
）
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
。
ク
ル
ー
ク
は
一
八
〇
八
年
八
月
か
ら

翌
春
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
移
る
ま
で
の
間
、「
同
盟
全
体
の
頂
点
」
と
さ
れ
る
上
級
監
察
官O

berzensor

を
務
め
た
。
任
務
は
、
定
款

な
ど
美
徳
同
盟
の
規
則
が
国
家
の
法
律
に
反
し
て
い
な
い
か
を
精
査
す
る
こ
と
、
新
規
加
入
者
の
素
行
を
調
査
す
る
こ
と
、
会
員
の
加

入
・
脱
退
を
官
庁
に
報
告
す
る
こ
と
、
会
員
の
品
行
や
活
動
を
見
張
る
こ
と
、
そ
し
て
各
地
の
監
察
官
を
指
揮
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
上
級
監
察
官
の
下
に
集
め
ら
れ
、
彼
の
同
意
な
し
に
は
い
か
な
る
決
定
も
下

せ
な
く
な
る
な
ど
、
ク
ル
ー
ク
は
同
盟
運
営
の
要
で
あ
っ
た
。

　

美
徳
同
盟
は
一
八
〇
九
年
一
二
月
末
日
の
国
王
命
令
に
基
づ
き
解
散
さ
せ
ら
れ
た
が
、
解
散
を
め
ぐ
る
叙
述
か
ら
ク
ル
ー
ク
の
結
社

観
が
読
み
取
れ
る
。
彼
は
、
同
盟
は
正
規
の
手
続
を
踏
み
国
王
に
承
認
さ
れ
た
結
社
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
監
察
官
を
配
置
す
る
こ
と

で
そ
の
活
動
や
運
営
は
監
督
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
が
危
険
と
み
な
し
解
散
さ
せ
た
と
い
う
見
方
を
否
定
す
る
。

ま
た
、
同
盟
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
打
倒
を
掲
げ
蜂
起
し
た
シ
ルF. v. Schill

（
一
七
七
六
～
一
八
〇
九
年
）
と
共
謀
す
る
秘
密
政
治
結
社
で

（
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あ
り
、
定
款
違
反
を
犯
し
た
と
い
う
見
方
に
も
異
論
を
唱
え
た
。
そ
の
上
で
、
解
散
の
背
後
に
フ
ラ
ン
ス
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。
確
か
に
フ
ラ
ン
ス
は
当
時
、
対
仏
的
な
者
を
す
べ
て
同
盟
の
会
員
と
み
な
す
ほ
ど
同
盟
を
敵
視
し
、
支
配
下
に
置
く
諸
国
で
の

会
員
の
炙
り
出
し
に
躍
起
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
ク
ル
ー
ク
は
、
非
ラ
イ
ン
同
盟
国
の
プ
ロ
イ
セ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
何
の

義
務
も
負
わ
な
い
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
自
身
が
次
々
と
内
容
を
破
棄
し
て
い
っ
た
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
条
約
に
基
づ
く
義
務
も
意
味
を
な
さ
な

い
と
主
張
し
、
フ
ラ
ン
ス
が
プ
ロ
イ
セ
ン
国
内
の
結
社
問
題
に
介
入
し
た
こ
と
の
手
続
上
の
正
当
性
に
疑
義
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。

　

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
で
の
ク
ル
ー
ク
の
活
動
で
特
筆
す
べ
き
も
う
一
つ
が
、
検
閲
官
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
。
彼
は
哲
学
部
長
と
し

て
、
美
徳
同
盟
の
機
関
誌
と
い
わ
れ
た
『
人
民
の
友V

olksfreund

』
を
担
当
し
た
。
問
題
と
さ
れ
た
記
事
は
、
戦
争
で
荒
廃
し
た
農

村
を
訪
ね
た
国
王
が
窮
状
へ
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
命
じ
る
と
、
不
幸
な
住
民
た
ち
が
涙
を
浮
か
べ
て
国
王
に
感
謝
し
た
こ
と
を
伝
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。
ク
ル
ー
ク
が
不
適
切
な
箇
所
は
一
つ
も
な
い
と
判
断
し
印
刷
許
可
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
軍

事
・
御
領
地
庁K

riegs- und D
om

änenkam
m

er

（
県
）
か
ら
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
た
。
記
事
は
軍
事
・
御
領
地
庁
を
侮
辱
し
て

い
る
、
な
ぜ
な
ら
、
軍
事
・
御
領
地
庁
が
不
幸
な
住
民
た
ち
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
推
論
が
成
り
立
つ
か
ら
で

あ
る
、
と
。

　

ク
ル
ー
ク
は
一
七
八
八
年
一
二
月
一
九
日
の
検
閲
勅
令
を
根
拠
に
反
論
し
た
。
同
勅
令
二
条
は
、
検
閲
を
行
う
意
図
が
、
礼
儀
に
適

い
真
摯
で
思
慮
深
く
な
さ
れ
る
真
理
の
探
究
を
阻
害
す
る
こ
と
で
も
、
不
当
な
圧
力
を
著
述
家
に
加
え
る
こ
と
で
も
、
書
籍
の
自
由
な

流
通
を
妨
害
す
る
こ
と
で
も
な
い
と
断
っ
た
上
で
、
検
閲
は
、
宗
教
の
一
般
的
諸
原
理
、
国
家
お
よ
び
倫
理
的
・
市
民
的
秩
序
に
反
す

る
も
の
、
ま
た
は
個
人
の
名
誉
お
よ
び
他
人
の
名
声
を
毀
損
す
る
目
的
を
有
す
る
も
の
を
防
止
す
る
た
め
の
み
に
行
わ
れ
る
と
定
め
て

い
た
。
ク
ル
ー
ク
は
こ
れ
に
則
り
、
国
王
が
不
幸
な
農
民
を
気
遣
い
、
そ
れ
ゆ
え
国
王
が
人
民
の
友
で
あ
り
父
で
あ
る
と
称
賛
さ
れ
た

と
い
う
記
事
の
内
容
は
、
宗
教
、
国
家
、
良
俗
の
い
ず
れ
を
も
損
な
っ
て
い
な
い
と
反
論
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
軍
事
・
御
領
地
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庁
の
推
論
は
あ
り
う
る
と
い
う
だ
け
で
決
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
な
ぜ
な
ら
ど
ん
な
窮
状
に
も
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
全
知

全
能
の
役
所
な
ど
世
界
に
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
も
指
摘
し
た
。

　

し
か
し
、
ク
ル
ー
ク
に
よ
る
印
刷
許
可
の
決
定
も
軍
事
・
御
領
地
庁
の
異
議
へ
の
反
論
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
彼
自
身

が
戒
告
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
こ
の
経
験
に
つ
い
て
、「
検
閲
は
き
わ
め
て
恣
意
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
古
い
命
題

に
新
し
い
証
左
を
得
た
」
と
皮
肉
っ
た
。

　

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
時
代
は
四
年
足
ら
ず
と
短
か
っ
た
が
、
カ
ン
ト
の
後
任
の
正0

教
授
と
し
て
招
か
れ
名
実
と
も
に
学
者
と
し
て
自

立
し
た
こ
と
、
愛
国
主
義
的
な
協
会
活
動
に
勤
し
ん
だ
こ
と
は
、
彼
の
そ
の
後
の
学
問
的
・
政
治
的
活
動
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ

る
。
検
閲
官
、
上
級
監
察
官
と
し
て
の
活
動
は
、
彼
を
プ
レ
ス
お
よ
び
結
社
の
自
由
の
問
題
に
向
き
合
わ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
四
）
ザ
ク
セ
ン
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
時
代
（
一
八
〇
九
年
～
三
四
年
）

　

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
哲
学
教
授
カ
ル
スF. A

. Carus

（
一
七
七
〇
～
一
八
〇
七
年
）
と
ザ
イ
ト
リ
ッ
ツC. G. Seydlitz

（
一
七

三
〇
～
一
八
〇
八
年
）
の
死
去
を
受
け
、
一
八
〇
九
年
の
春
、
ク
ル
ー
ク
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
哲
学
部
に
移
っ
た
。
彼
が
ザ
ク
セ
ン

を
離
れ
て
い
る
間
に
、
こ
の
国
は
ラ
イ
ン
同
盟
に
加
盟
し
王
国
へ
昇
格
し
て
い
た
。
一
三
年
三
月
に
解
放
戦
争
が
始
ま
っ
た
直
後
、
ク

ル
ー
ク
は
初
め
て
学
長
と
な
り
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
戦
い
の
初
日
（
一
〇
月
一
六
日
）
ま
で
学
長
職
を
務
め
た
。
こ
の
戦
い
で
フ
ラ
ン

ス
が
敗
北
し
ラ
イ
ン
同
盟
が
解
体
さ
れ
る
と
、
ク
ル
ー
ク
は
義
勇
軍
の
騎
馬
猟
兵
隊
長
と
し
て
戦
う
と
い
う
愛
国
主
義
的
な
行
動
に
出

た
。

　

ウ
ィ
ー
ン
会
議
後
、
中
規
模
国
に
落
ち
ぶ
れ
旧
い
国
制
の
改
革
も
ま
ま
な
ら
な
い
ザ
ク
セ
ン
に
お
い
て
、
積
極
的
に
時
事
や
政
治
を

扱
う
ク
ル
ー
ク
や
ペ
ー
リ
ッ
ツK

. H
. L. Pölitz

（
一
七
七
二
～
一
八
三
八
年
）
の
講
義
は
学
生
の
評
判
を
呼
び
、
ク
ル
ー
ク
の
執
筆

の
テ
ー
マ
も
哲
学
の
他
、
宗
教
、
戦
争
学
、
軍
隊
、
大
学
、
婚
姻
、
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
一
年
以
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降
は
ギ
リ
シ
ア
問
題
に
熱
心
に
取
り
組
み
、『
ギ
リ
シ
ア
の
復
興Griechenlands W
iedergeburt

』
で
は
、
侵
略
戦
争
に
基
づ
く
オ

ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
を
不
当
な
も
の
と
否
定
し
、
ギ
リ
シ
ア
が
自
由
と
独
立
を
取
り
戻
す
た
め
の
闘
い
へ
の
支
援
を
呼
び
掛
け
た
。
こ

の
よ
う
に
ク
ル
ー
ク
は
、
国
内
外
の
政
治
や
国
制
、
宗
教
に
関
わ
る
問
題
に
対
し
、
自
由
主
義
的
な
姿
勢
を
明
確
に
取
る
よ
う
に
な
っ

た
。
他
方
で
彼
は
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
学
者
た
ち
が
中
心
と
な
り
発
行
し
て
い
た
『
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
文
芸
新
聞Leipziger Lit-

eratur-Zeitung
』（
一
八
〇
〇
～
三
四
年
）
の
編
集
に
も
参
加
し
、
著
作
者
と
い
う
立
場
に
加
え
、
編
集
者
と
い
う
立
場
か
ら
プ
レ
ス

問
題
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
機
会
を
得
た
。

　

一
八
三
〇
年
の
夏
学
期
に
は
二
度
目
の
学
長
職
に
就
き
、
後
任
の
代
理
と
し
て
翌
年
五
月
一
日
ま
で
学
長
を
務
め
た
。
三
三
年
に
は

大
学
代
表
と
し
て
、
憲
法
制
定
後
初
め
て
召
集
さ
れ
た
ラ
ン
ト
議
会
第
一
院
の
議
員
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三　
『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
と
プ
レ
ス
の
自
由
論

（
一
）
ド
イ
ツ
同
盟
議
会
と
『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』

　

ザ
ク
セ
ン
政
府
は
一
八
一
六
年
三
月
、
ド
イ
ツ
同
盟
議
会
の
自
国
代
表
に
プ
レ
ス
問
題
に
関
す
る
指
示
を
与
え
る
た
め
に
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
の
忌
憚
の
な
い
意
見
を
集
約
し
た
報
告
書
を
作
成
す
る
よ
う
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
に
命
じ
た
。
大
学
が
設
置
し
た
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
ク
ル
ー
ク
は
、
同
盟
の
た
め
の
プ
レ
ス
法
案
を
作
成
し
、
続
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
立
法
に
関
す
る
モ
ン
ヴ
ェ
ラ

ンT
ournachon de M

ontvéran

の
著
作
『D

e la législation anglaise sur le libelle, la presse et les journaux

』（
一
八
一

七
年
）
を
翻
訳
し
た
。
こ
れ
ら
を
纏
め
た
『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
が
一
八
年
に
出
版
さ
れ
る
と
、
ベ
ル
ク
は
同
年
の
第
五
一
回
会
議

（
一
〇
月
一
二
日
）
の
報
告
の
中
で
同
書
を
参
照
し
た
。
こ
の
報
告
で
は
、
前
年
の
第
二
二
回
会
議
（
三
月
二
六
日
）
の
決
定
に
し
た

が
い
、
プ
レ
ス
の
自
由
に
関
す
る
各
国
の
立
法
の
概
略
が
示
さ
れ
た
が
、
ベ
ル
ク
は
、
同
盟
議
会
の
立
法
作
業
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
提

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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供
す
る
と
い
う
本
来
の
目
的
に
加
え
、
プ
レ
ス
法
に
関
す
る
自
身
の
基
本
理
念
を
表
明
す
る
と
い
う
目
的
を
報
告
に
も
た
せ
て
い
た
。

　

ベ
ル
ク
が
目
指
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
同
盟
規
約
一
八
条
ｄ
に
基
づ
き
、
加
盟
国
が
合
意
し
た
プ
レ
ス
の
自
由
の
保
障
を
骨
子
と
す
る

立
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
レ
ス
法
こ
そ
、
分
別
あ
る
プ
レ
ス
の
自
由
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
人
に
享
受
さ
れ

る
こ
と
を
全
祖
国
の
幸
福
と
し
て
切
望
し
た
同
盟
創
設
者
の
意
思
に
適
っ
て
い
る
と
強
調
し
た
。
ベ
ル
ク
の
見
解
は
、
プ
レ
ス
の
濫
用

防
止
を
大
義
名
分
と
し
て
実
質
的
な
「
検
閲
法
」
の
制
定
を
狙
う
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
や
ゲ
ン
ツ
と
は
、
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
っ
た
。
だ

が
同
時
に
ベ
ル
ク
は
、
プ
レ
ス
の
自
由
に
は
責
任
が
と
も
な
い
無
制
限
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
認
め
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
こ
の
自
由
の
限
界
を
法
律
で
明
瞭
に
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
説
い
た
。
彼
は
プ
レ
ス
の
自
由
の
限
界
に
関
わ
る
立
法
を
、

「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
シ
ス
テ
ムPolizei-System

」
型
と
「
司
法
シ
ス
テ
ムJustiz-System

」
型
と
に
区
分
し
た
。
前
者
で
は
、
力
点
が

犯
罪
や
違
反
の
予
防
に
置
か
れ
る
た
め
、
検
閲
が
正
当
化
さ
れ
る
。
こ
の
型
を
採
る
国
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ザ

ク
セ
ン
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
、
バ
ー
デ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
を
挙
げ
る
。
後
者
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ヘ
ッ
セ
ン
、
メ
ク

レ
ン
ブ
ル
ク
、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ナ
ッ
サ
ウ
、
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ル
＝
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
で

採
用
さ
れ
、
特
徴
は
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
に
よ
る
予
防
措
置
を
意
見
交
換
や
プ
レ
ス
の
利
用
に
と
っ
て
不
要
か
つ
公
益
を
損
な
う
も
の
と
み

な
し
締
め
出
そ
う
と
す
る
点
に
あ
り
、
プ
レ
ス
の
濫
用
を
司
法
、
す
な
わ
ち
裁
判
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
す
、
と
。

　

ベ
ル
ク
は
、
ク
ル
ー
ク
の
立
場
を
ポ
リ
ツ
ァ
イ
シ
ス
テ
ム
型
と
司
法
シ
ス
テ
ム
型
と
の
混
合
型
と
評
し
た
。
そ
れ
は
、
検
閲
の
導
入

と
裁
判
所
に
よ
る
プ
レ
ス
犯
罪
の
処
罰
を
提
案
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
著
作
者
の
責
任
を
ほ
と
ん
ど
問
う
こ
と
な
く
検
閲
に
比
重

を
置
い
て
濫
用
を
予
防
す
る
と
い
う
立
法
の
あ
り
方
を
是
正
し
、「
検
閲
」
と
「
責
任
」
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
点
に
、
ク
ル
ー
ク

草
案
の
特
徴
を
見
出
し
た
。

　

同
盟
議
会
は
こ
の
報
告
の
後
、
プ
レ
ス
の
自
由
に
関
す
る
一
律
的
命
令
に
つ
い
て
の
所
見
を
纏
め
る
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
、
ベ
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ル
ク
、
ブ
オ
ル
＝
シ
ャ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ンJ. R. v. Buol-Schauenstein

（
一
七
六
三
～
一
八
三
四
年
／
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
）、

マ
ル
テ
ン
スG. F. v. M

artens

（
一
七
五
六
～
一
八
二
一
年
／
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
代
表
）、
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ムK

. A
. v. W

angen-

heim
（
一
七
七
三
～
一
八
五
〇
年
／
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
代
表
）、
ベ
ル
ク
ハ
イ
ムK

. C. v. Berckheim

（
一
七
七
四
～
一
八
四
九

年
／
バ
ー
デ
ン
代
表
）
が
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
盟
プ
レ
ス
法
制
の
基
盤
を
プ
レ
ス
の
自
由
の
保
障
と
検
閲
に
よ
る
プ
レ

ス
の
濫
用
の
防
止
の
い
ず
れ
に
置
く
の
か
を
め
ぐ
り
、
委
員
の
意
見
は
割
れ
た
。
プ
レ
ス
の
自
由
の
保
障
に
配
慮
を
求
め
る
ベ
ル
ク
、

検
閲
の
導
入
に
難
色
を
示
す
ヴ
ァ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
に
対
し
、
ブ
オ
ル
＝
シ
ャ
ウ
エ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
代
弁
者
と
し
て

振
る
舞
い
、
ベ
ル
ク
ハ
イ
ム
も
元
来
保
守
的
・
反
自
由
主
義
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
委
員
会
は
意
見
の
不
一
致
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら

の
圧
力
に
よ
り
形
骸
化
し
、
結
果
的
に
プ
レ
ス
法
制
定
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
失
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
裏
で
は
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
主
導

に
よ
る
プ
レ
ス
法
制
定
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
の
内
容

　
『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
は
一
八
一
八
年
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
出
版
さ
れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
第
Ⅰ
部
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
プ

レ
ス
の
自
由
に
関
す
る
一
般
法
草
案
」
は
、
一
六
年
に
『
ド
イ
ツ
国
家
評
論
』
に
発
表
し
た
論
文
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
論

文
が
イ
エ
ナ
の
『
一
般
文
芸
新
聞
』、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
で
発
行
さ
れ
て
い
た
立
憲
主
義
的
・
自
由
主
義
的
な
『
ネ
メ
シ
スN

em
esis

』
で

取
り
上
げ
ら
れ
反
響
を
呼
ん
だ
た
め
、
ク
ル
ー
ク
は
修
正
・
加
筆
し
『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
に
再
録
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
前
書
き
」
で
ク
ル
ー
ク
は
ま
ず
、
完
全
な
プ
レ
ス
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
著
作
者
が
自
由
を
濫
用
し
た
際
に
は
裁

判
所
、
特
に
陪
審
裁
判
の
下
で
そ
の
責
任
を
問
う
こ
と
を
定
め
る
立
法
が
望
ま
し
い
と
述
べ
た
。
た
だ
し
現
在
の
ド
イ
ツ
の
状
況
を
鑑

み
て
、
今
回
の
草
案
に
は
検
閲
を
残
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
釈
明
し
た
上
で
、
著
作
者
が
自
ら
の
責
任
を
十
分
に
果
た
す
よ
う
に
な

れ
ば
検
閲
の
比
重
は
下
が
り
、
最
終
的
に
検
閲
か
ら
の
完
全
な
自
由
が
実
現
す
る
と
い
う
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
た
。
以
上
を
踏
ま
え
、

（
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）
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）
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こ
の
後
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
見
越
し
、
暫
定
的
な
プ
レ
ス
法
案
を
作
成
し
た
と
説
明
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
は
、「
序
文
」、「
草
案
」、「
結
語
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

①
序
文
（
三
～
一
〇
頁
）

　

ク
ル
ー
ク
は
、
彼
が
プ
レ
ス
の
自
由
を
ど
う
解
す
る
の
か
を
説
く
こ
と
か
ら
始
め
る
。
人
間
の
内
な
る
も
の
や
精
神
的
な
も
の
を
印

刷
・
表
現
し
た
も
の
は
、
人
間
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
。
言
論
も
書
籍
も
、
心
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
を
外
に
出
し
伝
え
る
記
号
で
あ
り
、

精
神
世
界
の
強
力
な
梃
で
あ
る
。
確
か
に
言
論
や
書
籍
と
い
っ
た
表
現
は
、
大
抵
は
感
情
や
感
覚
に
縛
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
理
性

と
い
う
よ
り
高
次
な
目
的
か
ら
す
れ
ば
不
完
全
で
あ
る
が
、
言
論
と
書
籍
は
一
般
的
に
人
間
を
陶
冶
す
る
基
本
条
件
で
あ
り
、
こ
れ
ら

な
し
に
は
人
間
の
文
化
は
成
り
立
た
ず
人
間
も
理
性
的
に
行
動
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
プ
レ
ス
の
自
由
は
理
性
的
な
存
在
に
本
来
的

に
備
わ
る
自
由
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
理
性
的
本
性
ゆ
え
に
当
然
与
え
ら
れ
る
自
由
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
反
面
で
、
言
論
と
書
籍
の
濫
用
に
よ
っ
て
人
間
が
非
理
性
的
に
行
動
さ
せ
ら
れ
人
間
の
文
化
が
損
な
わ
れ
て
き
た
こ
と

も
歴
史
的
事
実
で
あ
り
、
そ
の
危
険
は
プ
レ
ス
機
と
い
う
わ
ん
ぱ
く
坊
主
の
発
明
に
よ
っ
て
一
層
大
き
く
な
っ
た
。
現
在
の
ド
イ
ツ
人

の
人
間
的
・
市
民
的
陶
冶
の
レ
ベ
ル
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
無
制
約
な
プ
レ
ス
を
認
め
る
こ
と
は
得
策
で
は
な
く
、
濫
用
を
防
ぐ
た
め
に

プ
レ
ス
の
自
由
は
法
律
に
よ
る
一
定
の
制
約
を
被
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
プ
レ
ス
の
利
用
と
濫
用
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
良
き
利
用
を
排
さ
な
い
よ
う
、
最
大
の
注
意
を
払
っ
て
立
法
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
。

　

次
に
ク
ル
ー
ク
は
、
立
法
の
意
図
を
説
明
す
る
。
目
下
の
課
題
は
、
ド
イ
ツ
同
盟
規
約
に
し
た
が
い
、
同
盟
に
お
い
て
プ
レ
ス
の
自

由
全
般
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
プ
レ
ス
の
濫
用
を
防
止
す
る
た
め
の
制
約
を
、
ド
イ
ツ
人
の
精
神
的
発
展
と
精
神
的
陶
冶
を
損
な
わ

な
い
限
り
で
、
一
律
に
規
律
す
る
こ
と
で
あ
る
。
プ
レ
ス
の
濫
用
に
対
し
て
実
定
法
が
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
手
段
は
二
つ
し
か
な
い
。

一
つ
目
は
、
自
身
ま
た
は
他
人
の
意
見
を
公
表
す
る
た
め
に
プ
レ
ス
を
利
用
す
る
者
の
「
責
任
」
を
問
う
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
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執
筆
す
る
と
い
う
直
接
的
な
行
為
を
な
す
者
と
印
刷
・
流
通
さ
せ
る
者
の
責
任
を
裁
判
官
が
問
い
、
処
罰
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
方
法
で
は
、
プ
レ
ス
の
濫
用
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
二
つ
目
の
「
検
閲
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
検
閲

官
が
宗
教
、
国
家
、
良
き
習
俗
に
反
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
を
審
査
し
、
印
刷
許
可
を
与
え
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
が
、
書

籍
裁
判
官
た
る
検
閲
官
に
、
特
定
の
法
律
に
縛
ら
れ
る
裁
判
官
よ
り
も
強
大
な
力
を
与
え
、
彼
ら
の
恣
意
や
気
分
に
検
閲
が
左
右
さ
れ

る
と
い
う
リ
ス
ク
を
内
包
す
る
。
ま
た
検
閲
を
利
用
し
て
権
力
者
が
精
神
独
裁
制
を
敷
く
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　

確
か
に
検
閲
は
問
題
も
多
い
が
、
ド
イ
ツ
の
現
状
で
は
プ
レ
ス
の
濫
用
防
止
に
必
要
な
手
段
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
学
問
・
芸
術
の
繁

栄
と
国
家
の
福
祉
の
た
め
に
必
要
な
交
流
は
許
さ
れ
る
と
い
う
条
件
の
下
で
「
責
任
」
と
「
検
閲
」
を
活
用
す
る
と
い
う
理
念
を
も
っ

て
、
こ
れ
ら
二
つ
を
盛
り
込
ん
だ
草
案
を
作
成
し
た
、
と
。

②
草
案
（
一
一
～
二
九
頁
）

　

草
案
は
全
二
二
条
か
ら
な
り
、
必
要
な
箇
所
に
は
注
釈
が
付
さ
れ
た
。

・
印
刷
す
る
た
め
の
資
格
（
一
条
）

　

ド
イ
ツ
同
盟
諸
国
で
は
、
学
問
、
芸
術
お
よ
び
生
活
に
関
す
る
考
え
や
感
情
を
公
に
す
る
、
ま
た
は
、
内
心
を
言
論
や
書
籍
を
通
し

て
外
に
表
現
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
と
自
覚
す
る
者
は
み
な
、
こ
の
た
め
に
、
国
家
が
認
可
し
た
書
籍
印
刷
所
に
あ
る
プ
レ
ス
機
を
操

作
す
る
資
格
を
も
つ
。
も
ぐ
り
の
印
刷
所
、
私
的
な
印
刷
所
を
利
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

・
氏
名
記
載
の
義
務
（
二
条
）
と
印
刷
所
の
記
載
（
三
条
）

　

著
作
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
（
編
集
者
、
書
籍
業
者
、
出
版
者
）
の
氏
名
は
書
籍
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
違
反
す
る

印
刷
物
の
出
版
、
流
通
、
販
売
は
許
さ
れ
な
い
（
二
条
）。
印
刷
所
の
所
有
者
と
所
在
地
も
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
印
刷
所
の
所

有
者
は
著
作
者
ま
た
は
代
理
人
の
氏
名
記
載
に
責
任
を
負
う
（
三
条
）。
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ク
ル
ー
ク
は
注
釈
で
、
匿
名
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
を
挙
げ
る
。
ま
ず
、
初
め
て
の
試
み
を
発
表
す
る
場
合
で
あ
り
、
公
衆
の
反
応

を
密
か
に
聴
く
こ
と
で
今
後
の
進
展
に
生
か
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
批
評
誌
で
あ
り
、
学
識
者
の
論
争
は
国
家
が
気
に
留
め
る
必

要
も
な
く
国
家
に
危
険
を
及
ぼ
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

・
印
刷
物
の
性
状
（
四
条
）

　

印
刷
許
可
が
与
え
ら
れ
な
い
の
は
、
印
刷
す
れ
ば
次
の
い
ず
れ
か
の
企
て
が
公
に
な
る
場
合
で
あ
る
。（
一
）
宗
教
お
よ
び
倫
理
を

人
々
の
目
前
で
侮
辱
す
る
、（
二
）
市
民
的
官
憲
へ
の
不
服
従
お
よ
び
反
抗
、
ま
た
は
ド
イ
ツ
諸
部
族
間
や
加
盟
国
間
の
憎
悪
お
よ
び

不
和
を
か
き
立
て
る
、（
三
）
中
傷
を
流
布
し
（
自
然
人
、
法
人
問
わ
ず
）
人
の
名
誉
を
毀
損
す
る
。

　

ク
ル
ー
ク
は
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
行
為
、
す
な
わ
ち
プ
レ
ス
犯
罪
が
衡
平
と
善
に
基
づ
きex aequo et bono

判
断
さ
れ
る
た

め
に
は
陪
審
制
が
不
可
欠
で
あ
り
、
陪
審
制
が
プ
レ
ス
に
対
す
る
権
力
の
濫
用
を
防
止
す
る
機
能
を
も
つ
と
注
釈
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

プ
レ
ス
犯
罪
を
陪
審
員
が
裁
く
イ
ギ
リ
ス
を
参
考
に
し
よ
う
と
、
第
Ⅱ
部
を
イ
ギ
リ
ス
の
立
法
の
紹
介
に
あ
て
た
の
で
あ
る
。

・
検
閲
の
自
由Zensurfreiheit

（
五
～
八
条
）

　

事
前
の
検
閲
な
し
に
印
刷
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
、
著
作
者
や
編
集
者
が
四
条
で
列
挙
さ
れ
た
処
罰
に
値
す
る
目
的
を
達
成
し

よ
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
が
か
な
り
の
蓋
然
性
を
も
っ
て
推
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
（
五
条
）。

　
（
一
）
公
に
奉
仕
す
る
官
吏
・
教
師
ま
た
は
信
頼
で
き
る
ド
イ
ツ
人
著
述
家
と
し
て
知
ら
れ
る
者
が
編
集
し
、
書
籍
名
の
下
に
氏
名

を
記
載
し
て
い
る
場
合
（
六
条
）。
信
頼
で
き
る
著
述
家
は
ド
イ
ツ
人
の
教
育
や
栄
誉
に
貢
献
し
て
お
り
、
彼
ら
を
検
閲
か
ら
解
放
す

る
こ
と
は
全
体
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
と
同
時
に
、
他
の
者
に
と
っ
て
も
負
け
ず
に
努
力
し
よ
う
と
い
う
刺
激
と
な
る
と
注
釈
さ
れ
て

い
る
。（
二
）
目
的
が
周
知
さ
れ
国
家
が
承
認
し
た
、
秘
密
結
社
で
は
な
い
社
交
組
織
（
ラ
ン
ト
議
会
、
政
府
の
委
員
会
、
学
術
・
芸

術
家
協
会
、
商
業
会
議
所
、
貧
困
者
支
援
協
会
な
ど
）
に
属
す
る
者
が
組
織
名
お
よ
び
編
集
メ
ン
バ
ー
の
氏
名
を
記
載
し
て
い
る
場
合
。

（
56
）
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同
じ
条
件
を
満
た
し
た
文
芸
批
評
誌
も
同
様
に
扱
う
（
七
条
）。
大
学
発
行
の
プ
レ
ス
も
こ
れ
に
該
当
す
る
と
の
注
釈
が
付
さ
れ
て
い

る
。（
三
）
ラ
テ
ン
語
ま
た
は
学
識
者
し
か
知
ら
な
い
言
語
（
ギ
リ
シ
ア
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
お
よ
び
東
洋
の
言
語
）
で

書
か
れ
て
い
る
場
合
。
た
だ
し
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
り
ド
イ
ツ
語
で
説
明
が
な
さ
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
検
閲
の
対
象
と
な
る

（
八
条
）。

　

た
だ
し
、
検
閲
の
自
由
の
対
象
で
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
責
任
を
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
も
つ
者
は
誰
で
も
、
検

閲
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
二
条
）。

・
検
閲
の
義
務Zensurpflichtigkeit

（
九
～
一
二
条
）

　

検
閲
の
義
務
を
負
う
の
は
、
内
容
お
よ
び
目
的
が
完
全
に
処
罰
に
値
し
な
い
と
い
う
蓋
然
性
が
さ
ほ
ど
見
出
せ
な
い
場
合
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
著
作
者
ま
た
は
編
集
者
は
事
前
検
閲
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
印
刷
者
は
、
検
閲
官
の
署
名
入
り
の
印
刷
許
可
が
発
行

さ
れ
な
い
限
り
、
印
刷
し
て
は
な
ら
な
い
（
九
条
）。

　
（
一
）
ド
イ
ツ
語
ま
た
は
非
学
識
者
で
も
理
解
で
き
る
そ
の
他
の
言
語
を
用
い
、
匿
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
書
か
れ
て
い
る
場
合

（
一
〇
条
）。（
二
）
時
事
や
市
民
生
活
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
広
告
を
で
き
る
だ
け
迅
速
に
伝
え
る
た
め
に
一
枚
単
位
で
発
行
さ
れ
る

印
刷
物
（
政
治
的
な
新
聞
や
情
報
誌
、
比
較
的
読
者
の
多
い
ビ
ラ
な
ど
）
の
場
合
で
、
編
集
者
の
人
格
は
考
慮
し
な
い
（
一
一
条
）。

（
三
）
同
盟
加
盟
国
で
市
民
権
を
も
た
な
い
外
国
人
が
編
集
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
一
二
条
）。

　

注
目
す
べ
き
は
、（
二
）
に
つ
い
て
、
特
に
政
治
的
動
揺
が
見
ら
れ
る
不
穏
な
時
代
に
お
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ス
や
広
告
を
扱
う
プ
レ

ス
が
濫
用
さ
れ
る
と
甚
大
な
不
利
益
が
生
じ
て
し
ま
う
た
め
、
こ
れ
ら
を
検
閲
組
織
で
あ
る
ポ
リ
ツ
ァ
イ
の
監
視
下
に
置
く
こ
と
は
不

当
で
は
な
い
と
の
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ク
ル
ー
ク
は
、
定
期
刊
行
物
を
検
閲
免
除
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
広
く
情
報
を

届
け
よ
う
と
す
る
ド
ラ
イ
ス
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
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・
疑
義
の
あ
る
ケ
ー
ス
（
一
三
条
）

　

著
作
者
ま
た
は
代
理
人
が
プ
レ
ス
の
自
由
を
主
張
し
て
原
稿
を
印
刷
所
に
持
ち
込
ん
だ
が
、
印
刷
者
が
こ
の
主
張
の
正
当
性
に
疑
義

を
も
っ
た
場
合
、
印
刷
者
は
検
閲
官
、
当
地
の
役
所
ま
た
は
上
級
官
庁
に
問
い
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ク
ル
ー
ク
は
注
釈
で
、
最
終
決
定
権
を
も
つ
上
級
官
庁
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
よ
う
同
盟
各
国
に
促
し
、
当
該
官
庁
の
決
定
を
で

き
る
限
り
迅
速
に
、
遠
方
ま
で
出
向
く
と
い
う
面
倒
な
し
に
受
け
取
れ
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
補
足
し
た
。

・
検
閲
官
の
性
状
（
一
四
条
）
と
人
数
（
一
五
条
）

　

検
閲
官
は
、
学
問
的
な
素
養
、
誠
実
さ
、
買
収
さ
れ
な
い
実
直
さ
な
ら
び
に
確
か
な
祖
国
愛
を
備
え
た
男
性
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
検

閲
の
対
象
な
ら
び
に
そ
の
内
容
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
も
っ
て
い
る
か
否
か
は
重
要
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
検
閲
官
は
、
四
条

が
定
め
る
基
準
に
し
た
が
っ
て
印
刷
許
可
を
出
す
か
否
か
を
判
断
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
著
作
の
価
値
や
著
作
者
の
主
張

の
正
し
さ
を
判
断
す
る
批
評
家
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
一
四
条
）。

　

印
刷
所
が
一
つ
で
も
存
在
す
る
場
所
に
は
、
少
な
く
と
も
二
人
の
検
閲
官
が
国
家
に
よ
っ
て
配
置
さ
れ
る
。
印
刷
希
望
者
は
ど
ち
ら

の
検
閲
官
に
依
頼
す
る
か
を
選
択
で
き
、
そ
の
検
閲
官
が
許
可
を
与
え
な
い
場
合
、
も
う
一
人
に
検
閲
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
人
と
も
許
可
を
与
え
な
い
場
合
、
上
級
官
庁
に
検
閲
を
依
頼
で
き
る
が
、
こ
の
官
庁
が
下
し
た
判
断
に
は
し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
一
五
条
）。
注
釈
に
よ
れ
ば
、
検
閲
官
を
複
数
配
置
す
る
の
は
、
検
閲
の
義
務
を
負
う
側
の
選
択
肢
を
増
や
す
だ
け
で
は
な
く
、

最
初
に
依
頼
さ
れ
た
検
閲
官
が
印
刷
不
許
可
の
決
定
を
下
す
際
の
精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
で
あ
る
。

・
検
閲
官
の
行
動
（
一
六
～
二
一
条
）

　

一
般
的
な
行
動
指
針
：
検
閲
官
に
は
、
で
き
る
限
り
自
由
な
考
え
方
に
基
づ
き
中
立
な
立
場
で
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
、
衡
平
と
善

に
基
づ
い
て
判
断
す
る
こ
と
、
原
稿
を
適
切
に
管
理
・
保
管
す
る
こ
と
、
迅
速
に
検
閲
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
検
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閲
官
は
、
検
閲
の
義
務
を
負
う
著
述
家
に
と
っ
て
信
頼
で
き
る
助
言
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
一
六
条
）。
ク
ル
ー
ク
は
注
釈
で
、
検
閲

を
不
当
に
滞
ら
せ
る
行
為
を
戒
め
た
。
時
事
を
扱
う
雑
誌
で
の
検
閲
の
遅
れ
は
、
プ
レ
ス
関
係
者
や
読
者
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
不

利
益
を
被
ら
せ
る
と
し
て
、
迅
速
な
検
閲
実
施
の
体
制
整
備
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

個
別
の
行
動
指
針
：（
一
）
内
容
お
よ
び
目
的
の
全
体
が
処
罰
に
値
す
る
と
判
断
し
た
場
合
、
原
稿
を
提
出
者
に
返
却
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
自
身
の
手
元
に
保
管
し
た
り
破
棄
し
た
り
す
る
権
限
は
な
い
（
一
七
条
）。（
二
）
不
適
切
な
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
、
そ
の
旨
を
原
稿
の
欄
外
に
書
き
込
み
、
修
正
ま
た
は
削
除
を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
請
に
応
じ
た
か
否
か
は
再

度
検
閲
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
著
作
者
が
検
閲
官
に
よ
る
削
除
ま
た
は
修
正
の
要
請
に
不
服
が
あ
る
場
合
、
上
級
官
庁
の
決
定

を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
（
一
八
条
）。（
三
）
印
刷
許
可
を
出
し
た
後
に
著
作
者
に
よ
っ
て
意
味
お
よ
び
主
題
自
体
に
関
わ
る
追
加
ま
た

は
修
正
が
な
さ
れ
た
場
合
、
印
刷
完
了
前
に
再
度
検
閲
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
九
条
）。（
四
）
外
国
書
を
検
閲
す
る
際
は
、

ド
イ
ツ
民
族
を
仲
違
い
さ
せ
そ
の
一
部
を
外
国
に
取
り
込
む
こ
と
で
全
体
の
利
害
を
危
険
に
晒
す
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
〇
条
）。（
五
）
印
刷
完
了
後
に
受
け
取
っ
た
見
本
に
問
題
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
遅

滞
な
く
上
級
官
庁
に
報
告
し
、
上
級
官
庁
が
決
定
を
下
す
ま
で
の
間
、
書
籍
の
販
売
を
差
し
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
一
条
）。

　
（
二
）
に
関
す
る
注
釈
は
、
検
閲
官
自
身
が
不
適
切
な
箇
所
を
削
除
し
た
り
彼
の
基
準
で
修
正
し
た
り
す
る
こ
と
は
検
閲
官
の
恣
意

に
基
づ
く
行
為
で
あ
る
と
し
て
禁
じ
て
い
る
。
検
閲
官
は
、
著
述
家
の
教
師
で
も
校
正
係
で
も
な
く
、
信
頼
で
き
る
助
言
者
、
す
な
わ

ち
、
何
が
世
間
を
不
快
に
さ
せ
裁
判
で
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
う
る
の
か
を
職
務
上
明
示
し
う
る
助
言
者
で
あ
る
、
と
。

・
検
閲
は
責
任
を
促
す
（
二
二
条
）

　

検
閲
を
経
て
印
刷
さ
れ
た
書
籍
に
つ
い
て
は
、
検
閲
を
受
け
た
原
稿
の
内
容
と
印
刷
さ
れ
た
内
容
が
完
全
に
一
致
す
る
限
り
、
著
作

者
も
代
理
人
も
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。
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ク
ル
ー
ク
は
、
検
閲
が
も
つ
責
任
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
注
釈
し
た
、
検
閲
を
パ
ス
し
た
書
籍
は
、
上
述
の
よ
う
に
関
係
者
の
責
任

が
問
わ
れ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
押
収
さ
れ
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
検
閲
官
が
印
刷
許
可
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
は
国

家
が
印
刷
を
許
可
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
。
た
だ
し
、
検
閲
官
の
責
任
が
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
、
一
つ
は
検

閲
官
の
重
過
失
が
原
因
で
印
刷
許
可
が
与
え
ら
れ
た
場
合
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
国
家
が
最
も
完
全
な
形
で
補
償
す
る
こ
と
で
、
当
該

書
籍
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
も
う
一
つ
は
検
閲
官
が
買
収
さ
れ
印
刷
許
可
が
与
え
ら
れ
た
場
合
で
あ
り
、
検
閲
官
も
贈
賄
者
も

国
家
に
対
し
て
責
任
を
負
う
、
と
。
ク
ル
ー
ク
は
、
検
閲
は
著
作
者
を
守
る
手
段
で
あ
り
、
検
閲
官
の
後
見
の
お
か
げ
で
臆
病
な
著
作

家
は
自
立
と
安
全
を
手
に
で
き
る
と
い
う
理
解
に
基
づ
き
、
十
分
な
責
任
と
自
覚
を
検
閲
官
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

③
結
語
（
二
九
～
三
六
頁
）

　

ク
ル
ー
ク
は
、
プ
レ
ス
の
自
由
や
自
由
全
般
を
欲
す
る
者
は
そ
の
濫
用
と
い
う
悪
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
再
確

認
し
た
上
で
、
草
案
で
検
閲
の
自
由
と
検
閲
の
義
務
を
区
分
す
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
、
プ
レ
ス
の
自
由
に
関
す
る
立
法
を

行
う
意
図
は
、
プ
レ
ス
の
濫
用
を
防
ぎ
危
険
を
少
な
く
す
る
と
同
時
に
、
プ
レ
ス
の
正
し
い
利
用
を
妨
げ
な
い
と
い
う
こ
と
に
し
か
な

い
、
そ
こ
で
前
者
を
検
閲
の
義
務
、
後
者
を
検
閲
の
自
由
と
し
て
規
律
し
た
、
と
。

　

検
閲
の
自
由
か
ら
、
ク
ル
ー
ク
独
特
の
「
著
作
者
の
責
任
」
論
が
展
開
さ
れ
る
。
検
閲
の
自
由
は
、
五
条
、
六
条
が
示
す
よ
う
に
、

著
作
者
の
功
労
に
よ
っ
て
獲
得
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
、
そ
の
責
め
に
よ
っ
て
失
う
も
の
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
は
二
つ
の
狙
い
が
あ
る
。

第
一
は
、
著
作
者
の
名
誉
感
情
を
揺
さ
ぶ
る
こ
と
で
、
プ
レ
ス
の
濫
用
を
自
重
さ
せ
る
と
い
う
狙
い
で
あ
る
。
検
閲
官
の
権
力
か
ら
解

放
さ
れ
る
か
否
か
が
著
作
者
自
身
の
力
に
か
か
っ
て
い
る
と
な
れ
ば
、
検
閲
の
自
由
を
享
受
し
続
け
る
こ
と
は
名
誉
と
な
る
が
、
そ
の

自
由
を
没
収
さ
れ
検
閲
官
の
後
見
下
に
連
れ
戻
さ
れ
る
こ
と
は
最
高
刑
を
受
け
る
に
等
し
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
考
え

が
支
配
的
に
な
れ
ば
、
プ
レ
ス
の
濫
用
は
減
っ
て
い
く
。
そ
う
な
れ
ば
第
二
の
狙
い
、
す
な
わ
ち
、
各
国
政
府
の
態
度
の
軟
化
が
現
実
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味
を
帯
び
る
。
プ
レ
ス
の
濫
用
が
減
れ
ば
プ
レ
ス
へ
の
恐
怖
心
も
収
ま
り
、
プ
レ
ス
を
前
に
震
え
な
い
よ
う
に
と
勇
ま
し
く
強
靭
に
振

る
舞
っ
て
き
た
政
府
の
態
度
も
和
ら
ぐ
、
と
。
ク
ル
ー
ク
は
検
閲
（
の
自
由
）
と
著
作
者
の
責
任
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
プ
レ
ス
の
濫

用
を
抑
え
、
最
終
的
に
国
家
が
検
閲
を
行
わ
な
い
で
済
む
よ
う
に
な
る
と
い
う
道
筋
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

　

結
語
の
後
半
は
、
コ
ッ
ツ
ェ
ブ
ーA

. v. K
otzebue

（
一
七
六
一
～
一
八
一
九
年
）
の
プ
レ
ス
の
自
由
（
不
要
）
論
の
論
駁
に
あ
て

ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、
一
八
一
九
年
三
月
イ
エ
ナ
大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
、
こ
の
事
件
が
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
に
カ
ー
ル
ス
バ
ー

ト
の
決
議
を
行
う
口
実
を
与
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
劇
作
家
で
あ
る
。
彼
は
、
一
七
年
の
『
ヴ
ァ
イ
マ
ル
反
対
派
新
聞O

ppositions-

Blatt oder W
eim

arische Zeitung

』
付
録
七
二
号
（
一
二
月
三
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
ス
イ
ス
に
お
け
る
共
和
主
義
的
自
由Re-

publikanische Freiheit in der Schw
eiz

」
に
付
さ
れ
た
注
釈
に
対
し
、『
文
芸
週
報Literarisches W

ochenblatt

』
に
反
論
を

執
筆
し
た
。
こ
の
注
釈
で
は
、
意
見
交
換
が
第
三
者
の
恣
意
に
従
属
さ
せ
ら
れ
る
国
家
は
自
由
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
言
葉
が
制
限
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
は
法
律
も
制
度
も
人
民
の
意
向
や
要
求
に
適
っ
て
お
ら
ず
、
公
論
を
口
に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
ら

ゆ
る
形
で
恣
意
が
支
配
す
る
と
説
か
れ
、
プ
レ
ス
の
自
由
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
コ
ッ
ツ
ェ
ブ
ー
の
反
論
を
ク

ル
ー
ク
は
次
の
よ
う
に
要
約
し
た
、
ご
立
派
な
プ
レ
ス
の
自
由
の
必
要
性
（
を
説
く
者
）
に
対
し
て
強
力
か
つ
反
論
不
能
な
批
判
が
常

に
存
在
し
続
け
る
、
そ
れ
は
、
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー
マ
で
は
何
も
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
言
葉
は
制
限
さ
れ
ず
、
法
律
や
制
度
は
人
民

の
意
向
や
要
求
に
適
っ
て
い
た
と
い
う
批
判
で
あ
る
、
し
か
し
ギ
リ
シ
ア
人
が
印
刷
機
を
知
っ
て
い
た
な
ら
、
ペ
リ
ク
レ
ス
（
前
四
九

五
？
～
前
四
二
九
年
）
は
プ
レ
ス
機
の
使
用
を
制
限
し
た
だ
ろ
う
、
と
。

　

こ
の
要
約
は
コ
ッ
ツ
ェ
ブ
ー
の
見
解
を
精
確
に
理
解
す
る
に
は
簡
潔
す
ぎ
る
た
め
、
掲
載
さ
れ
た
反
論
を
丁
寧
に
見
て
み
よ
う
。
コ

ッ
ツ
ェ
ブ
ー
は
、
印
刷
物
が
意
見
交
換
に
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
『
ヴ
ァ
イ
マ
ル
反
対
派
新
聞
』
に
代
表
さ
れ
る
見
解
に
対
し
、
印
刷

物
の
頒
布
は
意
見
交
換
と
は
い
え
ず
、
自
由
に
と
っ
て
絶
対
に
必
要
な
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
印
刷
技
術
が

（
57
）

（
58
）

（
59
）
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な
か
っ
た
古
代
社
会
を
持
ち
出
し
、
古
代
人
は
印
刷
機
を
知
ら
な
か
っ
た
が
自
由
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
次
に
、
ア
テ
ナ
イ
で
は
弁

論
家
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
た
意
見
交
換
が
新
聞
記
者
を
通
し
て
の
意
見
交
換
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と
い
う
見
解
に
も
異
議
を
唱
え

る
。
第
一
に
、
両
者
は
、
自
身
の
意
見
と
人
民
の
意
見
を
交
換
す
る
の
で
は
な
く
、
自
身
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
よ
う
人
民
を
説
き
伏

せ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
点
で
は
酷
似
す
る
が
、
い
ず
れ
も
意
見
交
換
を
担
う
存
在
で
は
な
い
、
第
二
に
、
ギ
リ
シ
ア
や
ロ
ー
マ
の
弁

論
家
は
政
治
家
で
あ
り
、
国
家
の
最
重
要
業
務
を
司
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
根
本
的
に
新
聞
記
者
と
は
異
な
る
、
と
。
新
聞
が

存
在
し
な
く
と
も
、
少
な
く
と
も
特
定
の
時
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
、
ロ
ー
マ
人
は
、
現
在
の
憲
法
大
好
き
人
間
た
ちConstitutions=﻿

Lüsternen

が
可
能
な
限
り
欲
し
が
る
も
の
を
す
べ
て
享
受
し
て
い
た
、
そ
れ
ゆ
え
、
印
刷
す
る
こ
と
は
良
き
国
制
に
と
っ
て
絶
対
に

必
要
な
も
の
で
は
な
い
、
と
。

　

次
に
コ
ッ
ツ
ェ
ブ
ー
は
、
新
聞
の
危
険
性
を
キ
ノ
コ
に
例
え
て
説
明
す
る
。
キ
ノ
コ
は
急
に
現
れ
急
に
食
せ
る
よ
う
に
な
る
が
、
毒

キ
ノ
コ
を
見
分
け
ら
れ
る
者
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
不
幸
が
発
生
す
る
。
そ
こ
で
、
キ
ノ
コ
が
市
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
前

に
、
政
府
が
専
門
家
に
キ
ノ
コ
を
調
べ
さ
せ
れ
ば
、
無
害
な
も
の
と
有
害
な
も
の
が
選
別
さ
れ
後
者
を
排
除
で
き
る
、
と
。
キ
ノ
コ
と

同
様
、
新
聞
が
市
場
に
並
ぶ
前
に
有
害
か
無
害
か
の
調
査
を
行
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
検
閲
は
正
当
で
必
要
で
あ
る
と
説
い
た
。

　

最
後
に
、
ペ
リ
ク
レ
ス
の
時
代
に
印
刷
機
が
発
明
さ
れ
て
い
た
ら
、
彼
は
検
閲
を
導
入
し
た
だ
ろ
う
、
な
ぜ
な
ら
彼
も
間
違
い
な
く
、

著
述
家
は
、
た
と
え
本
人
が
哲
学
者
を
自
称
し
て
も
、
プ
レ
ス
の
自
由
を
享
受
す
る
に
は
未
成
年
（
未
熟
）
で
あ
り
、
プ
レ
ス
の
厚
顔

さ
は
決
し
て
制
御
で
き
な
い
と
い
う
悲
劇
を
経
験
し
た
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
、
今
で
も
著
述
家
が
未
成
年
で
あ
る
こ
と
は
、
最

近
の
い
く
つ
か
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
事
件
を
見
れ
ば
明
白
で
あ
る
と
結
ん
だ
。

　

こ
の
コ
ッ
ツ
ェ
ブ
ー
の
見
解
を
、
ク
ル
ー
ク
は
表
現
に
か
か
る
自
由
の
歴
史
を
引
き
な
が
ら
否
定
す
る
。
ク
ル
ー
ク
は
、
プ
レ
ス
の

自
由
は
言
論
・
執
筆
の
自
由
の
特
種
に
す
ぎ
な
い
と
定
義
し
た
上
で
、
隆
盛
期
の
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
の
高
度
な
精
神
的
・
市
民
的
文
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化
の
主
要
基
盤
は
完
全
な
言
論
・
執
筆
の
自
由
で
あ
っ
た
と
説
く
。
古
代
人
は
、
我
々
が
書
籍
を
印
刷
す
る
よ
う
に
、
書
き
写
す
こ
と

で
書
籍
を
複
製
し
、
公
的
書
籍
業
者
を
通
し
て
書
籍
を
流
通
さ
せ
て
い
た
、
つ
ま
り
、
我
々
が
現
在
プ
レ
ス
の
自
由
と
呼
ぶ
も
の
を
本

質
的
に
有
し
て
お
り
、
検
閲
が
行
わ
れ
な
く
と
も
責
任
を
有
し
て
い
た
、
と
。
そ
し
て
コ
ッ
ツ
ェ
ブ
ー
と
は
逆
に
、
有
名
な
デ
マ
ゴ
ー

0

0

0

0

グ0

の
ペ
リ
ク
レ
ス
は
、
彼
の
権
力
が
拠
っ
て
立
つ
人
々
の
好
意
を
一
瞬
で
失
わ
な
い
た
め
に
、
プ
レ
ス
を
制
約
し
な
い
よ
う
注
意
し
た

だ
ろ
う
と
い
う
見
方
を
示
し
た
。
ク
ル
ー
ク
が
、
コ
ッ
ツ
ェ
ブ
ー
の
文
章
に
は
な
い
「
デ
マ
ゴ
ー
グ
」
を
ペ
リ
ク
レ
ス
に
冠
し
た
の
は
、

民
主
政
最
盛
期
を
築
い
た
指
導
者
で
あ
れ
ば
、
彼
の
権
力
を
支
え
る
人
々
を
慮
り
そ
の
自
由
を
尊
重
し
た
、
言
い
換
え
れ
ば
、
良
く
治

め
ら
れ
た
国
、
良
き
指
導
者
に
率
い
ら
れ
た
国
で
は
被
治
者
は
自
由
を
享
受
で
き
る
こ
と
を
強
調
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

言
論
・
執
筆
の
自
由
へ
の
制
約
が
強
ま
る
の
は
ロ
ー
マ
皇
帝
た
ち
が
広
大
な
領
土
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
で
あ
る
と
し
て
、

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
（
三
四
七
～
九
五
年
）
と
二
人
の
息
子
ア
ル
カ
デ
ィ
ウ
ス
（
三
七
七
～
四
〇
八
年
）、
ホ
ノ
リ
ウ
ス
（
三
八
四
～

四
二
三
年
）
が
例
示
さ
れ
た
。

　

近
年
に
な
り
真
実
の
表
現
を
認
め
る
君
主
が
登
場
し
た
と
述
べ
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
リ
四
世
（
一
五
五
三
～
一
六
一
〇
年
）、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
（
一
七
四
一
～
九
〇
年
）、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
、
ハ
イ
チ
の
黒
人
王
の
名
を
挙
げ
た
。

ア
ン
リ
四
世
に
関
し
て
は
、
マ
チ
ュ
ーP. M

atthieu
（
一
五
六
三
～
一
六
二
一
年
）
に
対
し
伝
記
に
真
実
を
書
く
よ
う
説
い
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
、
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
に
関
し
て
は
、
著
作
者
名
が
記
載
さ
れ
真
実
を
書
い
た
誹
毀
文
書
で
は
な
い
も
の
の
印
刷
を
禁
止
し
な
い

と
い
う
一
七
八
一
年
六
月
一
一
日
の
検
閲
令
三
条
が
紹
介
さ
れ
る
。「
ハ
イ
チ
の
黒
人
王
」
は
、
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
サ
リ
ー
ヌ

J.-J. D
essalines

（
一
七
五
八
～
一
八
〇
六
年
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
外
国
の
新
聞
が
人
々
に
向
け
た
侮
辱
を
臣
民
た
ち
に
周
知

し
た
と
解
説
し
た
。

　

最
後
に
ク
ル
ー
ク
は
、
現
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
（
一
七
七
〇
～
一
八
四
〇
年
）
の
一
八
〇
四
年

（
60
）

（
61
）

（
62
）

（阪大法学）71（3・4-80）　770 〔2021. 11 〕



一九世紀初頭ドイツにおけるプレスの自由とプレスの濫用﻿

二
月
二
〇
日
の
政
令
か
ら
「
礼
儀
に
適
っ
た
公
表Publizität

は
、
政
府
と
臣
民
に
と
っ
て
、
下
級
役
人
の
い
い
加
減
さ
や
悪
意
に
対

抗
す
る
最
も
確
か
な
砦
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
促
進
さ
れ
保
護
さ
れ
る
に
値
す
る
」
と
い
う
一
文
を
引
い
た
。
い
い
加
減
で
悪
意

を
も
つ
役
人
は
こ
の
自
由
を
煩
わ
し
い
と
目
の
敵
に
す
る
が
、
君
主
に
忠
実
で
誠
実
な
役
人
は
常
に
プ
レ
ス
の
自
由
を
口
に
す
る
と
し

て
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
時
代
の
大
臣
ヘ
ル
ツ
ベ
ル
クE. F. v. H
ertzberg

（
一
七
二
五
～
九
五
年
）
の
見
解
を
例
示
す
る
。
知
能
、

技
能
そ
し
て
正
義
に
基
づ
き
行
動
す
る
国
家
は
み
な
、
公
表
す
る
た
び
に
良
く
な
る
、
な
ぜ
な
ら
公
表
に
よ
っ
て
国
家
の
行
動
が
公
衆

の
前
で
明
る
い
光
の
中
に
置
か
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
公
表
に
よ
っ
て
危
機
を
迎
え
る
の
は
隠
蔽
さ
れ
た
暗
い
抜
け
道
を
愛
す
る
政
府
の

み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
。
ク
ル
ー
ク
は
出
典
を
記
し
て
い
な
い
が
、
ヘ
ル
ツ
ベ
ル
ク
が
「
国
家
の
真
の
豊
か
さ
、
商
業
と
権
力
の

均
衡
に
関
し
てU

eber den w
ahren Reichthum

 der Staaten, das Gleichgew
icht des H

andels und der M
acht

」（
八
六

年
）
で
「
公
表
」
の
有
意
を
論
じ
た
箇
所
と
重
複
す
る
。
同
論
文
は
、
良
い
政
府
は
み
な
、
賢
く
公
表
し
な
が
ら
業
務
を
処
理
す
れ
ば
、

悪
く
な
る
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
良
く
な
る
、
と
い
う
一
文
か
ら
始
ま
る
。
政
府
の
行
動
を
隠
蔽
す
る
こ
と
は
、
同
胞
の
自
由
や
至
福
全
般

を
大
抵
は
危
険
に
晒
し
損
な
う
貴
族
制
に
と
っ
て
し
か
有
効
で
は
な
く
、
君
主
制
に
お
い
て
完
全
な
隠
蔽
が
必
要
で
あ
る
と
み
な
す
の

は
、
政
策
の
合
法
性
に
も
正
義
に
も
自
信
が
な
い
者
の
み
で
あ
る
、
そ
れ
に
対
し
て
、
様
々
な
形
で
国
内
外
の
行
政
に
関
す
る
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
は
、
臣
民
の
み
な
ら
ず
近
隣
諸
国
か
ら
信
頼
と
十
分
な
賛
同
を
得
ら
れ
る
最
も
適
切
な
手
段
で
あ
る
、
と
。
ヘ
ル
ツ
ベ

ル
ク
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
国
王
が
議
会
を
開
い
て
行
政
の
状
況
を
説
明
し
、
代
表
者
の
意
見
を
求
め
る
と
い
う
や
り
方
が
イ
ギ
リ

ス
国
制
の
最
大
の
利
点
で
あ
る
と
評
価
し
た
。
ヘ
ル
ツ
ベ
ル
ク
の
力
点
は
治
者
・
政
府
に
よ
る
公
表
の
利
点
を
説
く
こ
と
に
置
か
れ
て

い
る
が
、
ク
ル
ー
ク
は
被
治
者
の
プ
レ
ス
の
自
由
と
い
う
観
点
か
ら
公
表
の
意
義
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

（
63
）

（
64
）
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四　

お
わ
り
に

　

ザ
ク
セ
ン
の
農
家
に
生
ま
れ
た
ク
ル
ー
ク
は
、
無
償
の
国
立
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
へ
の
入
学
を
許
さ
れ
、
大
学
進
学
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
。
聖
職
者
を
目
指
し
神
学
を
学
ぶ
彼
を
魅
了
し
た
の
が
、
当
時
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
で
あ
っ

た
。
進
路
を
学
者
に
変
更
す
る
と
カ
ン
ト
哲
学
へ
の
傾
倒
は
一
層
進
み
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
独
自
の
「
超
越
論
的
総
合

論
」
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
。
一
方
で
は
哲
学
界
で
展
開
さ
れ
た
批
評
合
戦
の
中
に
身
を
置
き
、
他
方
で
は
革
命
的
・
進
歩
的
な
思
想

の
拡
が
り
を
恐
れ
る
政
府
に
よ
る
学
問
や
プ
レ
ス
へ
の
統
制
に
直
面
し
な
が
ら
、
ク
ル
ー
ク
は
ザ
ク
セ
ン
と
プ
ロ
イ
セ
ン
で
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
背
後
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
勢
力
拡
大
と
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
解
体
、
解
放
戦
争
、
そ
し

て
ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
樹
立
と
、
時
代
が
大
き
く
動
い
て
い
た
。

　

新
体
制
の
ド
イ
ツ
同
盟
で
始
ま
っ
た
立
法
作
業
に
資
す
る
べ
く
、
ク
ル
ー
ク
が
著
し
た
の
が
『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
で
あ
る
。
彼

は
、
言
論
と
書
籍
は
人
間
を
陶
冶
す
る
基
本
条
件
、
理
性
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
基
本
条
件
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
神
が
自
由
な
存
在

に
悪
事
を
認
め
る
以
上
、
プ
レ
ス
に
は
自
由
と
と
も
に
悪
（
濫
用
）
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。
そ
こ
で
彼
は
、

悪
を
未
然
に
防
止
す
る
「
検
閲
」
と
プ
レ
ス
の
自
由
を
行
使
す
る
者
の
悪
に
対
す
る
「
責
任
」
の
二
つ
を
、
草
案
の
柱
と
し
た
。

　

第
一
の
柱
「
検
閲
」
は
、
い
ず
れ
は
廃
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
必
要
な
手
段
と
さ
れ
た
。
ク
ル
ー
ク
は
検
閲
の
自
由
と

検
閲
の
義
務
を
区
別
し
、
前
者
で
は
、
国
家
が
認
め
信
頼
す
る
個
人
・
組
織
な
ら
び
に
学
識
者
は
検
閲
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
し
、
後
者

で
は
、
使
用
言
語
や
内
容
な
ど
か
ら
読
者
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
印
刷
物
に
事
前
検
閲
を
義
務
づ
け
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
が
特
に

プ
レ
ス
に
携
わ
る
者
の
属
性
に
着
目
し
、
検
閲
の
要
否
を
判
断
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
特
に
学
識
者
の
プ
レ
ス
の
自
由

を
積
極
的
に
位
置
づ
け
る
の
は
、
検
閲
に
よ
る
学
問
の
発
展
の
阻
害
を
危
惧
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
検
閲
や
出
版
禁
止
に
よ
る
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不
利
益
を
彼
自
身
が
経
験
し
た
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
る
者
が
信
頼
で
き
る
か
否
か
の
判
断
を
国
家
に
委
ね

れ
ば
、
検
閲
と
は
ま
た
別
の
統
制
フ
ィ
ル
タ
ー
が
作
用
し
う
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
彼
が
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
は
精
査
が

求
め
ら
れ
る
。

　

検
閲
官
に
つ
い
て
は
、
形
式
的
な
チ
ェ
ッ
ク
に
あ
た
ら
せ
内
容
判
断
に
関
わ
ら
せ
な
い
こ
と
で
、
彼
ら
の
恣
意
の
抑
制
を
図
る
。
特

徴
的
で
あ
る
の
は
、
検
閲
官
を
著
作
者
た
ち
に
と
っ
て
「
信
頼
で
き
る
助
言
者
」
と
定
義
す
る
こ
と
で
、
ク
ル
ー
ク
は
カ
ン
ト
や
フ
ィ

ヒ
テ
の
よ
う
に
「
後
見
（
人
）」
機
能
を
否
定
的
に
捉
え
ず
、
検
閲
官
と
プ
レ
ス
関
係
者
の
間
に
良
好
な
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
成
立
さ

せ
よ
う
と
す
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
形
式
的
な
審
査
と
内
容
の
審
査
の
峻
別
は
果
た
し
て
可
能
か
、
彼
は
い
か
な
る
適
性
や
能
力
を

も
つ
者
を
検
閲
官
と
し
て
想
定
し
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

　

第
二
の
柱
「
責
任
」
は
、
違
反
者
の
責
任
を
裁
判
で
問
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
司
法
シ
ス
テ
ム
を
陪
審
制
の
下
で
運
用

す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
が
、
草
案
に
は
訴
訟
手
続
や
訴
訟
形
態
を
定
め
た
条
文
は
な
い
。
プ
レ
ス
犯
罪
へ
の
陪
審
制
の
導
入
は
一
八
一

八
年
二
月
一
五
日
の
イ
エ
ナ
大
学
作
成
の
報
告
書
で
も
提
案
さ
れ
、
刑
事
司
法
の
近
代
化
を
求
め
る
バ
ー
デ
ン
や
ザ
ク
セ
ン
の
自
由
主

義
者
た
ち
の
議
論
に
も
確
認
で
き
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
立
法
を
紹
介
す
る
第
Ⅱ
部
の
検
討
と
と
も
に
、
陪
審
制
と
プ
レ
ス
の
自
由
の
関
係

の
解
明
は
別
稿
の
課
題
と
し
た
い
。

　

ク
ル
ー
ク
が
「
責
任
」
を
重
ん
じ
た
の
に
は
重
要
な
狙
い
が
あ
っ
た
。
検
閲
か
ら
の
自
由
を
獲
得
で
き
る
か
否
か
は
著
作
者
自
身
の

行
動
次
第
で
あ
り
、
名
誉
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
、
彼
ら
が
進
ん
で
プ
レ
ス
の
濫
用
を
自
重
す
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
効
果
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
責
任
を
自
覚
す
る
こ
と
で
濫
用
は
抑
制
さ
れ
、
検
閲
は
い
ず
れ
不
要
と
な

る
と
い
う
の
が
ク
ル
ー
ク
の
筋
書
き
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
ク
ル
ー
ク
草
案
と
同
盟
プ
レ
ス
法
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
ク
ル
ー
ク
草
案
の
特
徴
は
、（
一
）
主
に
プ
レ
ス
に
携
わ
る

（
65
）

（阪大法学）71（3・4-83）　773 〔2021. 11 〕



者
の
属
性
に
着
目
し
て
事
前
検
閲
の
要
否
を
判
断
す
る
、（
二
）
検
閲
を
パ
ス
し
た
書
籍
に
つ
い
て
プ
レ
ス
関
係
者
の
責
任
を
問
う
こ

と
も
押
収
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
、（
三
）
プ
レ
ス
関
係
者
の
責
任
は
裁
判
、
で
き
れ
ば
陪
審
制
の
下
で
問
う
、（
四
）
濫
用
を
自
重

さ
せ
る
た
め
に
責
任
を
自
覚
さ
せ
る
と
い
っ
た
点
に
見
出
さ
れ
る
の
に
対
し
、
同
盟
プ
レ
ス
法
は
（
一
）
事
前
検
閲
の
要
否
は
頁
数

（
二
〇
ボ
ー
ゲ
ン
＝
三
二
〇
頁
）
を
基
準
と
す
る
（
条
文
で
は
「
検
閲
」
を
避
け
「
事
前
承
諾
・
事
前
許
可
」
と
い
う
単
語
が
用
い
ら

れ
る
）、（
二
）
事
後
検
閲
の
可
能
性
を
排
除
し
な
い
、（
三
）
編
集
業
務
の
禁
止
や
各
種
の
罰
則
を
定
め
る
、（
四
）
同
盟
国
の
義
務
を

明
確
に
し
、
同
盟
議
会
に
よ
る
紛
争
解
決
制
度
を
整
備
す
る
と
い
っ
た
特
徴
を
有
す
る
。
前
者
は
司
法
シ
ス
テ
ム
型
と
ポ
リ
ツ
ァ
イ
シ

ス
テ
ム
型
を
組
み
合
わ
せ
た
が
、
後
者
は
、
事
後
検
閲
の
箇
所
で
司
法
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
解
決
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
に
留
ま
り
、

事
前
検
閲
を
中
核
に
据
え
た
ポ
リ
ツ
ァ
イ
シ
ス
テ
ム
型
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
確
か
に
ク
ル
ー
ク
は
プ
レ
ス
の
濫
用
防
止
手
段
の
重

点
を
検
閲
か
ら
プ
レ
ス
関
係
者
の
責
任
に
移
し
、
い
ず
れ
検
閲
を
廃
止
す
る
と
い
う
理
念
を
掲
げ
た
も
の
の
、
実
際
に
は
事
前
検
閲
の

導
入
を
容
認
し
た
。
こ
れ
は
、
十
数
年
後
の
ザ
ク
セ
ン
・
ラ
ン
ト
議
会
で
検
閲
法
を
否
定
す
る
姿
勢
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
彼
が
こ
の

間
に
直
面
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
同
盟
の
立
法
や
決
議
に
よ
っ
て
プ
レ
ス
の
自
由
が
形
骸
化
の
一
途
を
辿
る
中
、
七
月
革
命
の
余
波

を
受
け
誕
生
し
た
ザ
ク
セ
ン
憲
法
で
は
プ
レ
ス
の
自
由
の
保
障
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
が
、
彼
の
プ
レ
ス
の
自
由
論
に
変
化
を
も
た
ら
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ク
ル
ー
ク
草
案
に
は
、
自
身
が
多
く
の
困
難
や
議
論
を
乗
り
越
え
学
問
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
と
い
う
学
者
の
矜
持
か
ら
か
、
学

識
者
の
プ
レ
ス
の
自
由
を
優
遇
す
る
傾
向
と
と
も
に
、
プ
レ
ス
の
自
由
を
め
ぐ
り
公
権
力
と
私
人
と
の
間
に
本
来
成
立
す
る
緊
張
・
対

立
関
係
を
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
牧
歌
的
な
協
働
関
係
で
覆
い
隠
す
と
い
う
前
近
代
的
と
も
い
え
る
側
面
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

プ
レ
ス
の
自
由
を
無
制
約
に
享
受
で
き
る
層
と
後
見
人
な
し
に
は
プ
レ
ス
の
自
由
を
行
使
で
き
な
い
層
と
を
区
別
す
る
考
え
が
、
彼
の

中
に
潜
ん
で
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
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ク
ル
ー
ク
が
提
案
す
る
陪
審
制
に
基
づ
く
司
法
シ
ス
テ
ム
型
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
、
他
の
著
作
の
検
討
を
通
し
、
哲
学
、
政
治

思
想
、
法
学
な
ど
多
角
的
に
彼
の
（
プ
レ
ス
の
）
自
由
論
を
考
察
す
る
こ
と
、
彼
の
プ
レ
ス
の
自
由
論
が
ザ
ク
セ
ン
の
プ
レ
ス
法
制
の

整
備
に
と
っ
て
も
つ
意
味
を
考
究
す
る
こ
と
は
、
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

カ
ー
ル
ス
バ
ー
ト
の
決
議
に
基
づ
く
同
盟
プ
レ
ス
法
、
一
八
三
〇
年
代
の
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
プ
レ
ス
法
制
の
整
備
過
程
に
つ
い
て
は
、

拙
著
『
プ
レ
ス
の
自
由
と
検
閲
・
政
治
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
─
─
近
代
ド
イ
ツ
・
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
出
版
法
制
の
展
開
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
一
年
）
三
七
～
一
三
三
頁
参
照
。

第
Ⅰ
部
に
あ
た
る
論
文
が
初
め
て
世
に
出
た
の
は
、
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ーA

. M
üller

（
一
七
七
九
～
一
八
二
九
年
）
の
『
ド
イ
ツ
国
家

評
論D

eutsche Staats=A
nzeigen

』
に
掲
載
さ
れ
た
一
八
一
六
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
（D

eutsche Staats=A
nzeigen, Bd. 1, 

Leipzig 1816, S. 301-326.
）。
反
響
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
手
直
し
を
加
え
た
も
の
が
一
八
年
に
再
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。W

. T
. 

K
rug, Entw

urf zur deutschen, und D
arstellung der englischen Gesetzgebung über die Preßfreiheit, Leipzig 1818, S. V

. 

そ
れ
ゆ
え
一
六
年
版
と
一
八
年
版
の
対
照
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ド
イ
ツ
同
盟
規
約
一
八
条
ｄ
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
拙
著
、
二
五
～
四
一
頁
参
照
。
拙
著
で
は
ベ
ル
ク
が
同
盟
議
会
で
報
告
し
た

年
を
「
一
八
一
六
年
」（
二
七
頁
）
と
記
し
た
が
、「
一
八
一
八
年
」
の
誤
り
で
あ
る
。

F. H
olz, K

rug, W
ilhelm

 T
raugott, in: N

eue D
eutsche Biographie

（
以
下
、
Ｎ
Ｄ
Ｂ
と
略
す
）, Bd. 13, Berlin 1982, S. 114 f.

G. Göhler, Liberalism
us im

 19. Jahrhundert-eine Einführung, in: B. H
eidenreich(H

rsg.), Politische T
heorien des 19. 

Jahrhunderts, Berlin 2002, S. 211-228, hier S. 223 f.
M

ittheilungen über die V
erhandlungen des Landtags im

 K
önigreiche Sachsen, Bd. 1833, S. 44 ff. und S. 51.

C. O
rtloff, D

as staatskirchenrechtliche System
 W

ilhelm
 T

raugott K
rugs. Glaubens- und Gew

issensfreiheit-eine 
F

orderung der V
ernunft, F

rankfurt am
 M

ain/B
erlin 1998, A

. K
em

per, G
esunder M

enschenverstand und 
transzendentaler Synthetism

us. W
. T

. K
rug, Philosoph zw

ischen A
ufklärung und Idealism

us, M
ünster 1988 und H

. J. 
Iw

and, T
heologiegeschichte des 19. und 20. Jahrhunderts. »V

äter und Söhne«, Gütersloh 2001. 

初
期
の
カ
ン
ト
哲
学
受
容
者

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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と
い
う
観
点
か
ら
ク
ル
ー
ク
を
分
析
す
る
の
は
、W

. Röd, K
ritische Philosophie von K

ant bis Schopenhauer, M
ünchen 2006, S. 

158-160, K
. W

. Littger, N
eum

ayr versus Suttner/K
rug vs Garnier/K

ritische V
ernunft vs ›doctrinae divinae‹. Eichstätter 

Bibliothekssystem
atik im

 19. Jahrhundert, in: N
. Fischer(H

rsg.), K
ant und der K

atholizism
us. Stationen einer 

w
echselhaften Geschichte, Freiburg/Basel/W

ien 2005, S. 365-378 und F.-P. H
ansen, Geschichte der Logik des 19. 

Jahrhunderts. Eine kritische Einführung in die A
nfänge der Erkenntnis- und W

issenschaftstheorie, W
ürzburg 2000, hier 

S. 22-27. 
他
方
で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
・
現
象
学
の
敵
対
者
と
し
て
ク
ル
ー
ク
に
言
及
す
る
の
が
栗
原
隆
『
ド
イ
ツ
観
念
論
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル

へ
』（
未
来
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
三
七
～
一
七
七
頁
、
阿
部
ふ
く
子
『
思
弁
の
律
動
─
─
〈
新
た
な
啓
蒙
〉
と
し
て
の
ヘ
ー
ゲ
ル
思
弁
哲

学
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
一
八
年
）
一
六
～
三
〇
頁
な
ど
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ク
ル
ー
ク
の
超
越
論
的
総
合
論
を
「
お
よ
そ
統
一
や
秩
序

を
欠
い
た
混
沌
状
態
」
に
「
理
性
が
二
格
で
登
場
し
て
、（
…
…
）
形
式
的
な
統
一
を
も
た
ら
す
」
も
の
で
あ
り
、
多
様
な
事
実
を
合
一
で
き

な
い
ま
ま
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
呈
示
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
、
と
批
判
し
た
。
栗
原
、
前
掲
書
、
一
六
八
～
一
六
九
頁
。

拙
著
で
は
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
に
移
っ
た
年
を
「
一
八
〇
五
年
」（
一
四
五
頁
）
と
記
し
た
が
、「
一
八
〇
九
年
」
の
誤
り
で
あ
る
。

ク
ル
ー
ク
の
国
制
論
を
初
期
立
憲
主
義
の
観
点
か
ら
論
じ
る
の
は
、A

. Fiedler, D
ie staatsw

issenschaftlichen A
nschauungen 

und die politisch-publizistische T
ätigkeit des N

achkantianers W
ilhelm

 T
raugott K

rug, D
resden 1933 und C. Schulze, 

Frühkonstitutionalism
us in D

eutschland, Baden-Baden 2002, S. 28 ff. 

彼
が
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
問
題
に
関
す
る
研

究
も
示
唆
に
富
む
。U
. Backes, D

er Philosoph W
ilhelm

 T
raugott K

rug. Seine Stellung im
 vorm

ärzlichen Liberalism
us und 

sein W
irken für die Judenem

anzipation in Sachsen, in: S. W
endehorst(H

rsg.), Bausteine einer jüdischen Geschichte der 
U

niversität Leipzig, Leipzig 2006, S. 483-504. 

大
学
改
革
に
つ
い
て
は
、H. Zw

ahr, Im
 Ü

bergang zur bürgerlichen Gesellschaft. 
V

on der U
niversitätsreform

 bis zur Reichgründung 1830/31-1871, Leipzig 2010, hier S. 23 ff. und K
. Blaschke, D

ie 
U

niversität Leipzig im
 W

andel vom
 A

ncien Régim
e zum

 bürgerlichen Staat, in: K
. Czok(H

rsg.), W
issenschafts- und 

U
niversitätsgeschichte in Sachsen im

 18. und 19. Jahrhundert, Berlin 1987, S. 133-153.
U

. Eisenhardt, D
ie Garantie der Pressefreiheit in der Bundesakte von 1815, in: D

er Staat, Bd. 10, H
eft 3, Berlin 1971, 

S. 339-356.
W

. T
. K

rug, M
eine Lebensreise: In sechs Stazionen zur Belehrung der Jugend und zur U

nterhaltung des A
lters 

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）
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beschrieben von U

rceus, Leipzig 1825, S. 12 ff. 

本
稿
で
扱
う
ク
ル
ー
ク
の
半
生
に
つ
い
て
は
こ
の
『
自
叙
伝
』
に
拠
る
部
分
が
多
い
。

た
だ
し
自
叙

0

0

伝
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
半
生
が
詳
細
に
綴
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
人
物
評
価
や
学
問
上
の
争
い
な
ど
の
場
面
に
お
い
て
主

観
的
・
一
面
的
な
見
方
が
散
見
さ
れ
る
点
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

入
学
の
経
緯
と
学
校
生
活
に
つ
い
て
は
、Ebd., S. 27 ff. 

プ
フ
ォ
ル
タ
は
、
ザ
ク
セ
ン
公
モ
ー
リ
ッ
ツM

oritz

（
一
五
二
一
～
五
三
年
、

ザ
ク
セ
ン
公
在
位
四
一
～
四
七
年
／
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
在
位
四
七
～
五
三
年
）
が
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
に
創
設
し
た
国
立
学
校
で
あ
り
、
一
五
四
三

年
に
は
マ
イ
セ
ン
に
聖
ア
フ
ラSankt A

fra

が
、
一
五
五
〇
年
に
は
グ
リ
ン
マ
に
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ンSankt A

ugustin

が
創
設
さ
れ
た
。

W
. M

üller, H
erzog M

oritz und die N
eugestaltung des Bildungsw

esens nach der Einführung der Reform
ation im

 
albertinischen Sachsen, in: K

. Blaschke(H
rsg.), M

oritz von Sachsen. Ein Fürst der Reform
ationszeit zw

ischen 
T

erritorium
 und Reich, Leipzig 2007, S. 173-201. 

こ
れ
ら
の
学
校
は
、
国
の
発
展
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
全
国
か
ら
優
秀
な

男
子
を
集
め
、
大
学
進
学
に
必
要
な
教
育
を
提
供
し
た
。
プ
フ
ォ
ル
タ
の
学
年
定
員
は
当
初
一
〇
〇
人
で
あ
っ
た
が
、
ク
ル
ー
ク
が
入
学
す
る

頃
に
は
一
五
〇
人
に
増
や
さ
れ
て
い
た
。
ク
ル
ー
ク
と
同
時
期
に
学
ん
だ
の
が
フ
ィ
ヒ
テJ. G. Fichte

（
一
七
六
二
～
一
八
一
四
年
）
で
あ

り
、
一
七
七
四
年
か
ら
六
年
間
在
籍
し
て
い
た
。
プ
フ
ォ
ル
タ
の
歴
史
は
、
赤
木
登
代
「
現
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『
英
才
教
育
』
の
実
践
─
─

国
立
プ
フ
ォ
ル
タ
学
校
（Landesschule Pforta

）
訪
問
を
契
機
と
し
て
─
─
」『
大
阪
教
育
大
学
紀
要
・
総
合
教
育
科
学
』（
二
〇
二
〇

年
）
六
八
巻
一
～
一
三
頁
、
こ
こ
で
は
六
～
七
頁
、
在
籍
し
た
教
師
や
生
徒
は
、C. F. H

. Bittcher, Pförtner A
lbum

. V
erzeichniß 

säm
m

tlicher Lehrer und Schüler der K
önigl. Preuß. Landesschule Pforta vom

 Jahre 1543 bis 1843, Leipzig 1843 

を
参
照
。

K
. H

. L. Pölitz, D
. Franz V

olkm
ar Reinhard nach seinem

 Leben und W
irken, Leipzig 1813, S. 48 ff. 

師
弟
関
係
は
ラ
イ

ン
ハ
ル
ト
が
亡
く
な
る
ま
で
続
き
、
彼
か
ら
の
書
簡
は
『
自
叙
伝
』
に
付
録
と
し
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。K

rug, Lebensreise, S. 235 ff.
Ebd., S. 76. 

テ
ィ
ッ
ト
マ
ンK

. C. T
ittm

ann

（
一
七
四
四
～
一
八
二
〇
年
）
の
聖
書
釈
義
、
シ
ュ
レ
ッ
クJ. M

. Schröckh

（
一
七
三

三
～
一
八
〇
八
年
）
の
世
界
史
、
キ
リ
ス
ト
教
会
史
な
ど
も
受
講
し
た
。Ebd., S. 68 und S. 71.
Ebd., S. 77 f. 

ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
一
七
八
七
年
に
イ
エ
ナ
大
学
の
員
外
教
授
と
な
り
、
九
一
年
以
降
は
哲
学
部
正
教
授
を
務
め
て
い
た
。

当
時
、『
人
間
の
表
象
能
力
の
新
理
論
の
試
みV

ersuch einer neuen T
heorie des m

enschlichen V
orstellungsverm

ögens

』（
八
九

年
）、『
哲
学
者
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
誤
解
を
訂
正
す
る
た
め
の
寄
稿
集Beiträge zur Berichtigung bisheriger M

issverständnisse 
der Philosophen

』（
第
一
巻
・
九
〇
年
）、『
カ
ン
ト
哲
学
に
関
す
る
書
簡
』（
第
一
巻
・
九
〇
年
、
第
二
巻
・
九
二
年
）、『
哲
学
知
の
基
礎

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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に
関
し
てU

eber das Fundam
ent des philosophischen W

issens

』（
九
一
年
）
な
ど
を
次
々
と
発
表
し
注
目
を
集
め
て
い
た
。
ラ
イ
ン

ホ
ル
ト
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
カ
ン
ト
哲
学
の
普
及
や
彼
の
哲
学
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、K

. J. M
arx, T

he U
sefulness of the 

K
antian Philosophy. H

ow
 K

arl Leonhard Reinholdʼs Com
m

itm
ent to Enlightenm

ent Influenced H
is Reception of K

ant, 
Berlin/Boston 2011

、
柴
田
隆
行
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
カ
ン
ト
哲
学
の
普
及
と
復
興
」『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
』
五
号
（
一
九
九
六

年
）
一
三
七
～
一
五
八
頁
、
田
端
信
廣
『
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
哲
学
研
究
序
説
』（
萌
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
を
参
照
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
の
他
、

『
一
般
文
芸
新
聞A

llgem
eine Literatur-Zeitung

』
の
創
刊
で
も
知
ら
れ
る
シ
ュ
ッ
ツC. G. Schütz

（
一
七
四
七
～
一
八
三
二
年
）、
神

学
者
シ
ュ
ミ
ッ
トC. C. E. Schm

id

（
一
七
六
一
～
一
八
一
二
年
）
ら
も
カ
ン
ト
哲
学
の
普
及
に
努
め
た
。
イ
エ
ナ
に
お
け
る
カ
ン
ト
哲
学

の
受
容
実
態
は
、N

. H
inske, E. Lange und H

. Schröpfer(H
rsg.), D

er A
ufbruch in den K

antianism
us. D

er Frühkantianism
us 

an der U
niversität Jena von 1785-1800 und seine V

orgeschichte, Stuttgart-Bad Cannstatt 1995 

に
詳
し
い
。
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト

の
キ
ー
ル
移
籍
を
機
に
着
任
し
た
フ
ィ
ヒ
テ
、
無
神
論
論
争
で
辞
職
し
た
フ
ィ
ヒ
テ
の
後
任
シ
ェ
リ
ン
グF. W

. J. Schelling

（
一
七
七
五
～

一
八
五
四
年
）、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
推
挙
で
招
聘
さ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
な
ど
を
擁
す
る
イ
エ
ナ
大
学
は
ド
イ
ツ
観
念
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。

K
rug, Lebensreise, S. 83. 

ク
ル
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
は
批
判
哲
学
の
「
敵
」
で
あ
り
、
カ
ン
ト
哲
学
に
「
異
端
の
烙
印

を
押
」
し
「
無
神
論
」
と
解
し
た
。Ebd., S. 78 und S. 83. 

プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（
一
七
四
四
～
九
七

年
）
は
一
七
九
四
年
、
カ
ン
ト
の
『
単
な
る
理
性
の
限
界
内
に
お
け
る
宗
教D

ie Religion innerhalb der Grenzen der bloßen 
V

ernunft

』（
第
一
版
・
九
三
年
、
第
二
版
・
九
四
年
）
が
聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
の
主
要
・
基
本
教
義
を
歪
曲
し
軽
ん
じ
て
い
る
と
し
、
さ
ら

に
反
抗
を
続
け
る
な
ら
ば
不
愉
快
な
処
分
を
科
す
と
警
告
す
る
特
別
令
を
出
し
た
。
カ
ン
ト
は
国
王
が
亡
く
な
る
九
七
年
ま
で
、
宗
教
に
関
す

る
講
述
を
控
え
る
こ
と
に
な
っ
た
（
カ
ン
ト
は
国
王
の
死
後
、
命
令
の
内
容
を
含
め
た
経
緯
を
公
表
し
た
。I. K

ant, D
er Streit der 

Fakultäten, K
önigsberg 1798, S. V

 ff.

）。
詳
細
は
、U

. W
iggerm

ann, W
oellner und das Religionsedikt. K

irchenpolitik und 
kirchliche W

irklichkeit im
 Preußen des späten 18. Jahrhunderts, T

übingen 2010, S. 469 ff.

、
髙
田
太
『
カ
ン
ト
に
お
け
る
神

学
と
哲
学
─
─
プ
ロ
イ
セ
ン
反
啓
蒙
主
義
と
カ
ン
ト
の
自
由
を
巡
る
闘
い
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

K
rug, Lebensreise, S. 119 f. 

主
な
著
作
は
『
諸
学
問
の
体
系
的
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
の
試
みV

ersuch einer system
atischen 

Enzyklopädie der W
issenschaften

』（
一
七
九
六
～
九
七
年
）、
人
間
学
・
人
間
性
と
い
う
観
点
か
ら
カ
ン
ト
を
批
判
し
た
ヘ
ル
ダ
ーJ. 

G. H
erder

（
一
七
四
四
～
一
八
〇
三
年
）
を
批
判
し
た
『
ヘ
ル
ダ
ー
の
批
評
の
批
評
と
ヘ
ル
メ
ス
・
プ
シ
ュ
ー
コ
ポ
ン
ポ
ス
に
よ
る
公
衆
へ

（
16
）

（
17
）
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の
そ
の
普
及
に
関
し
てU

eber H
erderʼs M

etakritik und deren Einführung inʼs Publikum
 durch den H

erm
es Psychopom

pos

』

（
九
九
年
・
匿
名
）、
フ
ィ
ヒ
テ
の
批
判
を
惹
起
し
た
『
私
の
生
の
哲
学
の
断
章Bruchstücke aus m

einer Lebensphilosophie

』（
一
八

〇
〇
年
～
〇
一
年
）、
シ
ェ
リ
ン
グ
を
批
判
し
た
『
最
新
の
観
念
論
に
関
す
る
書
簡Briefe über den neuesten Idealism

us

』（
〇
一
年
）

な
ど
で
あ
る
。

K
rug, Lebensreise, S. 117.

カ
ン
ト
の
平
和
論
に
関
す
る
研
究
は
多
い
が
、
ク
ル
ー
ク
が
平
和
論
を
執
筆
し
た
一
七
九
〇
年
代
の
議
論
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
網
谷

壮
介
『
共
和
制
の
理
念
─
─
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
と
一
八
世
紀
末
プ
ロ
イ
セ
ン
の
「
理
論
と
実
践
」
論
争
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一

八
年
）、
栩
木
憲
一
郎
「
カ
ン
ト
の
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
と
フ
ィ
ヒ
テ
の
書
評
」『
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
』
二
三
号
（
二
〇
一
一

年
）
一
四
八
～
一
五
九
頁
が
有
益
で
あ
る
。
細
か
な
相
違
点
は
あ
る
も
の
の
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
の
意
義
を
認
め
た
フ
ィ
ヒ
テ
や
シ
ュ

レ
ー
ゲ
ル
に
対
し
、
ゲ
ン
ツ
や
ヘ
ー
ゲ
ル
は
カ
ン
ト
の
平
和
論
を
批
判
し
た
。

フ
ィ
ヒ
テ
の
平
和
・
国
制
論
は
、
栩
木
憲
一
郎
「
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
け
る
永
遠
平
和
に
向
け
た
政
治
思
想
の
展
開
に
つ
い
て
」『
千
葉
大
学

人
文
社
会
科
学
研
究
』
二
四
号
（
二
〇
一
二
年
）
七
八
～
九
四
頁
を
参
照
。

ク
ル
ー
ク
は
、
同
書
が
基
づ
く
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
が
保
守
的
な
人
々
の
不
興
を
買
い
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
と
述
べ

て
い
る
。K

rug, Lebensreise, S. 85, 88 und 96 ff. 

フ
ィ
ヒ
テ
は
同
書
を
念
頭
に
、
ク
ル
ー
ク
を
「
完
全
志
向
が
非
常
に
強
い
」、「
哲
学

的
ひ
ね
く
れ
者
全
般
に
対
す
る
破
門
宣
告
の
対
象
」
と
揶
揄
し
た
。
勝
西
良
典
「
試
訳 

フ
ィ
ヒ
テ
著
『
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ニ
コ
ラ
イ
の
生
涯

と
奇
妙
な
意
見
』（
１
８
０
１
年
）（
２
）」『
藤
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
八
号
（
二
〇
一
九
年
）
五
九
～
八
六
頁
、
こ
こ

で
は
七
五
～
七
七
頁
。
な
お
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
好
ん
で
論
じ
ら
れ
た
「Perfektibilität/V

ollkom
m

enheit

」
に
つ
い
て

は
、J. Passm

ore, T
he perfectibility of m

an 〔3th

〕, Indianapolis 2000

、
小
山
裕
樹
「
ヘ
ル
ベ
ル
ト
の
道
徳
教
育
論
に
お
け
る
『
完
全

性
』
概
念
の
歴
史
哲
学
的
射
程
」『
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
五
四
巻
（
二
〇
一
四
年
）
一
五
～
二
四
頁
が
示
唆
に
富
む
。

ハ
レ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
デ
ル
で
学
ん
だ
後
、
一
七
七
四
年
に
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
デ
ル

大
学
神
学
部
正
教
授
に
、
八
七
年
に
は
高
等
学
校
顧
問
官
に
任
じ
ら
れ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
大
学
行
政
に
も
大
き
な
影
響
力
を
有
し
た
。P. 

T
schackert, Steinbart, Gotthelf Sam

uel, in: A
llgem

eine D
eutsche Biographie

（
以
下
、
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
略
す
）, Bd. 35, Leipzig 1893, 

S. 687-689.

（
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）

（
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）

（
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）
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）

（
22
）
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K
rug, Lebensreise, S. 110 ff. 

ク
ル
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
リ
ン
訪
問
は
誰
の
推
薦
も
な
い
自
発
的
な
も
の
で
あ
り
、
交
流
し
た
人
物

た
ち
に
何
か
頼
み
事
を
し
た
わ
け
で
も
彼
ら
と
何
か
約
束
を
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
た
だ
し
ニ
コ
ラ
イ
と
は
、
一
八
〇
〇
年
～
〇
一
年
に

出
版
し
た
『
私
の
生
の
哲
学
の
断
章
』
を
通
し
て
面
識
が
あ
っ
た
。Ebd., S. 115 f. 

ま
た
、
ニ
コ
ラ
イ
の
家
は
当
時
、
ベ
ル
リ
ン
に
来
た
学

識
者
が
大
抵
訪
れ
る
「
首
都
ベ
ル
リ
ン
の
文
芸
、
社
交
の
中
心
」
で
あ
り
、
啓
蒙
主
義
者
た
ち
が
客
人
を
も
て
な
し
た
と
い
う
。
渡
部
重
美

「
註
釈
付
き
翻
訳 

グ
ス
タ
フ
・
パ
ル
タ
イ
著
『
ブ
リ
ュ
ー
ダ
ー
通
り
の
家
─
─
ベ
ル
リ
ン
の
あ
る
有
名
な
家
族
の
暮
ら
し
か
ら
─
─
』」『
独

協
大
学
ド
イ
ツ
学
研
究
』
五
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
五
～
二
〇
一
頁
、
こ
こ
で
は
一
二
二
～
一
二
四
頁
を
参
照
。

ベ
ル
リ
ン
水
曜
会
は
一
七
八
三
年
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
（
一
七
一
二
～
八
六
年
）
に
よ
る
民
衆
教
育
の
振
興
の
下
で
社
会
的
啓
蒙
に
資

す
る
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
創
ら
れ
た
秘
密
結
社
で
あ
り
、
九
八
年
に
解
散
し
た
。
西
田
雅
弘
『
カ
ン
ト
の
世
界
市
民
主
義
』（
晃
洋
書
房
、

二
〇
二
〇
年
）
三
九
～
八
九
頁
、
斎
藤
太
郎
「『
ベ
ル
リ
ン
月
報
』
と
「
水
曜
会
」：
18
世
紀
末
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
〈
啓
蒙
と
秘
密
〉」『
藝
文

研
究
』
八
六
号
（
二
〇
〇
四
年
）
二
五
二
～
二
七
〇
頁
、
渡
部
、
前
掲
論
文
を
参
照
。

前
者
に
は
ニ
コ
ラ
イ
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ンM

. M
endelssohn

（
一
七
二
九
～
八
六
年
）、
イ
ル
ヴ
ィ
ン
グK

. F. v. Irw
ing

（
一
七
二

八
～
一
八
〇
一
年
）
が
、
後
者
に
は
ク
ラ
イ
ンE. F. K

lein

（
一
七
四
四
～
一
八
一
〇
年
）、
ス
ヴ
ァ
レ
ツC. G. Svarez

（
一
七
四
六
～
九

八
年
）
が
属
し
た
。
西
田
、
前
掲
書
、
六
一
～
八
九
頁
。

I. K
ant, Beantw

ortung der Frage. W
as ist A

ufklärung?, in: Berlinische M
onatsschrift, Bd. 4, S. 481-494 und J. G. 

Fichte, Zurückforderung der D
enkfreiheit von den Fürsten Europens, die sie bisher unterdrückten, H

eliopolis im
 letzten 

Jahre der alten Finsterniß. 

フ
ィ
ヒ
テ
は
出
版
地
も
出
版
年
も
偽
っ
て
い
た
。
二
人
の
見
解
は
、
宮
本
敬
子
「『
後
見
人
』
批
判
と
し
て
の

『
理
性
の
公
共
的
使
用
』
─
─
ク
ラ
イ
ン
と
カ
ン
ト
─
─
」『
日
本
カ
ン
ト
研
究
』
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
七
三
～
一
八
八
頁
、
同
「
フ
ィ

ヒ
テ
に
お
け
る
言
論
の
自
由
に
つ
い
て
」『
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
』
一
七
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
四
四
～
一
六
〇
頁
に
詳
し
い
。N

ation

とV
olk

の
使
い
分
け
に
関
す
る
指
摘
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
ク
ル
ー
ク
の
『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
で
は
、N

ation

の
使
用
例
は
な
くV

olk

が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

K
ant, Beantw

ortung, S. 481 und S. 484 f.
Fichte, a.a.O

., S. 71 f.

カ
ン
ト
は
マ
ッ
ソ
ウ
を
、
特
定
の
学
問
（
神
学
）
に
一
面
的
な
偏
愛
を
抱
く
の
で
は
な
く
、
学
問
全
体
に
幅
広
い
関
心
を
も
ち
そ
れ
を
推

（
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）

（
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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進
す
る
使
命
、
能
力
、
そ
し
て
意
志
を
有
す
る
啓
蒙
政
治
家
と
評
し
て
い
る
。K

ant, Streit, S. X
X

V
 f. 

マ
ッ
ソ
ウ
の
政
策
に
つ
い
て
は
、

M
. Schneider, Julius Eberhard W

ilhelm
 Ernst von M

assow
s Beitrag zur Bildungsreform

 in Preußen (1770-1806), 
Frankfurt am

 M
ain 1996.

ク
ル
ー
ク
を
自
身
の
助
手
と
み
な
す
シ
ュ
タ
イ
ン
バ
ル
ト
は
、
給
与
の
不
支
給
も
あ
り
う
る
と
仄
め
か
し
、
自
身
と
同
じ
内
容
を
教
え
る

よ
う
迫
っ
た
と
い
う
。
経
緯
の
詳
細
は
、K

rug, Lebensreise, S. 131 ff. und S. 138 f.
F. M

ilkow
ski, K

raus, Christian Jacob, in: N
D

B, Bd. 12, Berlin 1980, S. 681 f. 

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
と
い
う
評

価
が
長
く
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
未
公
表
史
料
の
研
究
が
進
展
し
、
ク
ラ
ウ
ス
の
国
家
学
は
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
の
死
後
、
実

践
哲
学
の
教
授
職
は
ク
ル
ー
ク
に
委
ね
ら
れ
た
。K

rug, Lebensreise, S. 149.

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
の
あ
る
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
他
、
西
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ポ
ン
メ
ル
ン
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
の
各
都
市
で
は
会
員
が
急
増
し

た
が
、
国
王
が
去
っ
た
ベ
ル
リ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
で
の
活
動
は
低
調
で
あ
っ
た
。
軍
人
や
大
学
教
授
が
多
く
加
入
し
、
教
師
、
学
生
、

医
師
、
聖
職
者
、
市
参
事
会
員
、
官
僚
、
商
人
、
土
地
所
有
者
な
ど
も
名
を
連
ね
た
。
会
員
は
貴
族
と
市
民
層
で
占
め
ら
れ
、
下
層
民
や
女
性

に
門
戸
は
開
放
さ
れ
な
か
っ
た
。
美
徳
同
盟
の
詳
細
は
、J. V

oigt, Geschichte des sogenannten T
ugend-Bundes oder des sittlich-

w
issenschaftlichen V

erein, Berlin 1850, O
. D

ann, Geheim
e O

rganisierung und politisches Engagem
ent im

 deutschen 
B

ürgertum
 des frühen 19. Jahrhunderts. D

er T
ugendbund-Streit in Preuß

en, in: P. C
. Ludz(H

rsg.), G
eheim

e 
Gesellschaften, H

eidelberg 1979, S. 399-428 und J. H
erm

and, D
er K

önigsberger T
ugedbund. Eine antinapoleonische 

Geheim
gesellschaft, in: J. H

erm
and und S. M

ödersheim
(H

rsg.), D
eutsche Geheim

gesellschaften. V
on der Frühen N

euzeit 
bis zur Gegenw

art, K
öln/W

eim
ar/W

ien 2013, S. 81-92 

な
ど
を
参
照
。
ク
ル
ー
ク
自
身
も
同
盟
に
つ
い
て
著
し
て
い
る
。W

. T
. 

K
rug, D

as W
esen und W

irken des sogenannten T
ugendbundes und andrer angeblichen Bünde, Leipzig 1816.

ク
ル
ー
ク
は
主
目
的
と
副
目
的
に
分
類
し
、
主
目
的
の
一
つ
目
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
家
が
肉
体
力
・
政
治
力
と
い
う
点
に
お
い
て
喪
失
し

た
も
の
を
プ
ロ
イ
セ
ン
人
の
精
神
力
・
知
力
・
倫
理
力
を
高
め
る
こ
と
で
補
完
す
る
こ
と
、
二
つ
目
は
、
肉
体
力
・
政
治
力
の
復
活
に
有
利
な

状
況
の
到
来
に
備
え
て
肉
体
力
・
政
治
力
の
復
活
を
準
備
す
る
こ
と
、
そ
し
て
副
目
的
は
、
戦
争
が
も
た
ら
し
た
悲
惨
な
状
態
を
改
善
す
る
こ

と
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
政
府
を
支
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
主
目
的
の
二
つ
目
は
フ
ラ
ン
ス
へ
の
敵
対
的
傾
向
を
有
す
る
と

い
う
判
断
か
ら
、
定
款
に
は
主
目
的
の
一
つ
目
と
副
目
的
が
記
さ
れ
た
。K

rug, T
ugendbundes, S. 12 ff.

（
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）
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）
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）
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V
oigt, a.a.O

., S. 58, S. 64 und S. 67 ff.
Ebd., S. 65 f. 

ク
ル
ー
ク
は
監
察
官
を
、
古
代
ロ
ー
マ
の
「
倫
理
裁
判
官Sittenrichter

」
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
「
結
社
監
視
人

Gesellschaftsw
ächter

」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。K

rug, T
ugendbundes, S. 16. 

そ
も
そ
も
「Zensor

」
は
ロ
ー
マ
共
和
政
時
代
に
戸

口
調
査
「
ケ
ン
ス
スcensus

」
を
実
施
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
非
常
設
政
務
官
「
ケ
ン
ソ
ルcensor

」
に
由
来
す
る
が
、
次
第
に
ケ
ン
ソ

ル
は
習
俗m

ores

や
祖
先
か
ら
の
慣
習m

os m
aiorum

の
監
視
も
担
う
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
ケ
ン
ソ
ル
は
、
市
民
の
非
倫
理
的
・
非
社

会
的
な
行
為
を
調
査
し
、
該
当
者
に
は
不
利
な
税
階
級
へ
の
分
類
、
騎
士
階
層
か
ら
の
追
放
と
い
っ
た
制
裁
を
加
え
る
権
限
を
も
つ
よ
う
に
な

っ
た
。M

. K
aser, Röm

ische Rechtsgeschichte, Göttingen 1982, S. 45. 

こ
れ
を
念
頭
に
ク
ル
ー
ク
は
「
倫
理
裁
判
官
」
と
い
う
表
現

を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

K
rug, T

ugendbundes, S. 28 ff. 

ク
ル
ー
ク
は
、
自
身
が
加
入
を
決
め
た
の
も
美
徳
同
盟
の
「
目
的
が
称
賛
に
値
し
手
段
が
合
法
的
」

で
あ
っ
た
た
め
と
述
べ
て
い
る
。K

rug, Lebensreise, S. 151.
K

rug, T
ugendbundes, S. 37 ff. 

ク
ル
ー
ク
は
、
蜂
起
は
シ
ル
が
起
こ
し
た
も
の
で
美
徳
同
盟
が
起
こ
し
た
も
の
で
は
な
い
と
説
く
が
、

シ
ル
が
会
員
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
（
会
員
で
あ
っ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
）
シ
ル
に
協
力
し
た
会
員
が
脱
退
さ
せ
ら
れ
る
と
、
同
盟
と

蜂
起
と
の
関
係
を
疑
う
声
が
強
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
シ
ル
と
同
盟
の
関
係
、
蜂
起
へ
の
同
盟
の
対
応
、
蜂
起
後
の
同
盟
に
対
す
る
政

府
や
国
王
の
評
価
に
つ
い
て
は
、V

oigt, a.a.O
., S. 35 ff. und S. 88 ff. 

に
詳
し
い
。

ク
ル
ー
ク
は
、
自
身
が
一
八
一
二
年
の
冬
か
ら
翌
年
に
か
け
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
裁
判
所
の
陪
席
判
事
と
し
て
担
当
し
た
、
自
称
「
美
徳

同
盟
会
員
」
事
件
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
ク
ル
ー
ク
は
聴
取
や
押
収
品
か
ら
被
告
人
は
同
盟
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
と
判
断
し
た
が
、
フ
ラ

ン
ス
は
、
犯
罪
行
為
を
自
白
す
る
ま
で
拘
束
し
、
禁
足
処
分
を
科
す
よ
う
命
じ
た
。K

rug, T
ugendbundes, S. 30 f. und Lebensreise, S. 

155 f.K
rug, T

ugendbundes, S. 27 ff.

検
閲
官
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
は
、K

rug, Lebensreise, S. 161 f.

『
人
民
の
友
』
第
一
号
は
一
八
〇
八
年
六
月
四
日
、
美
徳
同
盟
会
員
の
少
尉
ベ
ル
シ
ュG. F. Bärsch

（
一
七
七
八
～
一
八
六
六
年
）
に

よ
り
政
府
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。O

. W
. Johnston, D

er deutsche N
ationalm

ythos. U
rsprung eines politischen Program

m
s, 

Stuttgart 1990, S. 66.
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軍
事
・
御
領
地
庁
は
一
七
二
三
年
、
地
方
行
政
の
中
核
を
担
う
機
関
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
初
頭
の
近
代
化
改
革
で
整
備
さ
れ

る
県Regierungsbezirk

の
前
身
で
あ
り
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
で
は
一
八
〇
八
年
以
降
「Regierung

」
と
名
称
変
更
さ
れ
て
い
た
。
当
時

の
長
官
ア
ウ
エ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
トH

. J. v. A
uersw

ald

（
一
七
五
七
～
一
八
三
三
年
）
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
大
学
の
監
督
官
と
東
プ
ロ
イ
セ

ン
・
西
プ
ロ
イ
セ
ン
・
リ
タ
ウ
エ
ン
の
州
長
官
も
兼
任
し
て
い
た
。

検
閲
勅
令
は
、
一
七
八
八
年
七
月
九
日
の
宗
教
勅
令
と
と
も
に
、
大
臣
ヴ
ェ
ル
ナ
ーJ. C. von W

oellner

（
一
七
三
二
～
一
八
〇
〇

年
）
が
推
進
し
た
反
啓
蒙
・
反
動
政
策
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
彼
は
カ
ン
ト
に
対
す
る
九
四
年
の
特
別
令
に
も
関
与
し
て
い
た
。
そ
の

政
策
に
つ
い
て
は
、U

. W
iggerm

ann, W
oellner und das Religionsedikt. K

irchenpolitik und kirchliche W
irklichkeit im

 
Preußen des späten 18. Jahrhunderts, T

übingen 2010, S. 125 ff., S. 414 ff. und S. 593 ff. 

を
参
照
。
検
閲
勅
令
を
起
草
し
た
の
は

ス
ヴ
ァ
レ
ツ
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
七
八
三
年
の
ベ
ル
リ
ン
水
曜
会
で
の
議
論
で
は
、
す
で
に
啓
蒙
さ
れ
た
者
向
け
の
書
籍
に
は
無
制
約
の
プ
レ

ス
の
自
由
を
認
め
、
ま
だ
啓
蒙
さ
れ
て
い
な
い
者
向
け
の
書
籍
に
は
「
非
常
に
注
意
深
い
検
閲
」
が
最
高
限
度
に
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
示

し
て
い
た
。
西
田
、
前
掲
書
、
六
五
～
六
六
頁
。

カ
ル
ス
は
心
理
学
の
分
野
で
功
績
を
挙
げ
、
一
七
七
七
年
冬
学
期
に
は
学
長
も
務
め
た
ザ
イ
ト
リ
ッ
ツ
は
形
而
上
学
と
論
理
学
の
教
授
で

あ
っ
た
。「
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
教
授
一
覧Professorenkatalog der U

niversität Leipzig

」（https://research.uni-leipzig.de/catalo﻿
gus-professorum

-lipsiensium
/

最
終
ア
ク
セ
ス
二
〇
二
一
年
九
月
二
〇
日
）, A

. Richter, Carus, Friedrich A
ugust, in: A

D
B, Bd. 4, 

Leipzig 1876, S. 37 und E. G. Gersdorf, Beitrag zur Geschichte der U
niversität Leipzig, Leipzig 1869, S. 64.

K
rug, Lebensreise, S. 186 und Gersdorf, a.a.O

., S. 68.
K

rug, Lebensreise, S. 192 ff.

開
講
科
目
は
各
年
・
各
学
期
のV

erzeichniß auf der U
niversität Leipzig zu haltenden V

orlesungen

を
参
照
。

W
. T

. K
rug, Griechenlands W

iedergeburt, Leipzig 1821, 18 f. 

ク
ル
ー
ク
は
神
聖
同
盟
の
三
ヶ
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を

名
指
し
し
、
キ
リ
ス
ト
教
国
家
が
ギ
リ
シ
ア
の
た
め
に
果
た
す
べ
き
役
割
を
強
調
し
た
。Ebd., S. 21 ff. 

他
の
著
作
・
翻
訳
と
し
て
、

N
euester Stand der griechischen Sache, Leipzig 1822, Griechenland in den Jahren 1821 und 1822, Leipzig 1823 

な
ど
が
あ

る
。

日
刊
紙
で
あ
る
同
紙
（
一
八
〇
〇
～
〇
二
年
の
名
称
はLeipziger Jahrbuch der neuesten Literatur

）
は
、
出
版
物
の
情
報
を
迅

（
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）
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速
か
つ
漏
れ
な
く
読
者
に
提
供
す
る
、
中
立
的
な
立
場
で
批
評
す
る
、
特
に
祖
国
に
関
す
る
情
報
を
重
点
的
に
発
信
す
る
と
い
っ
た
方
針
を
掲

げ
て
創
刊
さ
れ
た
。Leipziger Jahrbuch der neuesten Literatur vom

 Jahre 1800, Bd. 1, S. I ff. 

イ
エ
ナ
の
『
一
般
文
芸
新
聞
』
に

倣
い
、
批
評
を
通
し
て
知
識
を
深
め
読
者
を
啓
蒙
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。S. M

atuschek(H
rsg.), O

rganisation der K
ritik. D

ie 

“Allgem
eine Literatur-Zeitung

” in Jena 1785-1803, H
eidelberg 2004

、
田
端
信
廣
『
書
評
誌
に
見
る
批
判
哲
学
─
─
初
期
ド
イ
ツ
観

念
論
の
展
相
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
参
照
。
な
お
『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
も
一
八
年
三
月
二
日
の
五
五
号
で
詳
細
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。Leipziger Literatur-Zeitung, 1. H

albjahr, Leipzig 1818, S. 433 ff.
Gersdorf, a.a.O

., S. 69.
Protokolle der D

eutschen Bundesversam
m

lung, Bd. 6, S. 213 f. und S. 293-352. 

ベ
ル
ク
は
ク
ル
ー
ク
の
他
、
バ
ー
デ
ン
の

上
級
宮
廷
裁
判
官
ド
ラ
イ
スK

. W
. L. F. v. D

rais von Sauerbronn

（
一
七
五
五
～
一
八
三
〇
年
）
と
哲
学
者
ヒ
レ
ブ
ラ
ン
トJ. 

H
illebrand

（
一
七
八
八
～
一
八
七
一
年
）
の
論
文
に
も
言
及
し
て
い
る
。
プ
レ
ス
の
自
由
と
海
賊
版
に
関
す
る
同
盟
各
国
の
命
令
を
纏
め
た

ド
ラ
イ
ス
論
文
に
つ
い
て
は
、
同
盟
レ
ベ
ル
で
定
め
る
項
目
と
各
国
の
立
法
に
委
ね
る
項
目
と
を
分
け
そ
の
境
界
を
明
瞭
に
す
る
、
プ
レ
ス
・

読
書
の
自
由
は
原
則
で
あ
り
、
著
作
者
、
編
集
者
、
印
刷
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
書
籍
に
は
事
前
検
閲
も
事
後
検
閲
も
行
わ
な
い
、
定
期
刊

行
物
や
大
衆
向
け
の
書
籍
は
完
全
に
検
閲
免
除
と
す
る
、
ポ
リ
ツ
ァ
イ
と
は
別
組
織
の
書
籍
委
員
会
を
設
置
し
書
籍
の
流
通
を
監
視
さ
せ
る
、

プ
レ
ス
犯
罪
を
一
般
の
犯
罪
と
は
区
別
す
る
と
い
っ
た
特
徴
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。Ebd., S. 293 f. und S. 346 ff. 

「
ド
イ
ツ
の
国
民
性
と
国

民
教
育D

eutschlands N
ationalität und N

ational=Bildung

」
を
著
し
た
ヒ
レ
ブ
ラ
ン
ト
は
、「
無
条
件
な
プ
レ
ス
の
自
由
を
決
定
的
に

擁
護
す
る
者
」
と
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
、
プ
レ
ス
や
精
神
的
交
流
に
対
す
る
公
権
力
の
介
入
を
否
定
し
そ
れ
ら
の
自
立
を
求
め
た
。Ebd., S. 

296 f. und S. 333. 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ギ
ー
セ
ン
で
大
学
教
授
を
務
め
た
ヒ
レ
ブ
ラ
ン
ト
は
自
由
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
、
四
〇
年
代
後
半

か
ら
は
ヘ
ッ
セ
ン
の
ラ
ン
ト
議
会
第
二
院
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
。
二
人
の
略
歴
は
、F. v. W

eech, D
rais, K

arl W
ilhelm

 Ludw
ig 

Friedrich, Freiherr von Sauerbronn, in: A
D

B, Bd. 5, Leipzig 1877, S. 372 f. und C. v. Prantl, H
illebrand, Joseph, in: A

D
B, 

Bd. 12, Leipzig 1880, S. 415-417.
Protokolle der D

eutschen Bundesversam
m

lung, Bd. 2, S. 159 f.

「
我
が
農
民
た
ち
は
、
穀
物
や
ワ
イ
ン
、
果
実
の
出
来
が
よ
け
れ
ば
、
検
閲
や
プ
レ
ス
の
自
由
の
こ
と
な
ど
気
に
も
し
な
い
」
と
述
べ
た

と
さ
れ
る
。F. v. W

eech, K
arl Christian Freiherr von Berckheim

, in: Badische Biographien, T
heil 1, H

eidelberg 1875, S. 
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73-75, hier S. 74.

一
八
一
六
年
の
『
ネ
メ
シ
ス
』
で
は
、「
プ
レ
ス
の
自
由
は
そ
の
制
約
と
調
和
す
る
の
か
？
後
者
は
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
必
要
か
？

V
erträgt sich Preßfreiheit m

it irgend einer Beschränkung-und ist letztere zur Erhaltung der O
rdnung nothw

endig?

」

と
「
プ
レ
ス
の
自
由
に
関
す
る
補
論N

och etw
as über Preßfreiheit

」（
い
ず
れ
も
著
作
者
名
の
記
載
な
し
）
が
ク
ル
ー
ク
の
論
文
に
言

及
し
た
。N

em
esis, Bd. 8, W

eim
ar 1816, S. 290-314 und S. 315-334. 

ク
ル
ー
ク
草
案
は
、
検
閲
と
責
任
と
を
結
び
つ
け
る
と
い
う

「
標
準
に
は
な
り
え
な
いunm

aßgeblich

」
提
案
と
評
さ
れ
、
政
府
が
完
璧
で
無
誤
謬
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
誰
が
信
頼
で
き
る
著

述
家
で
あ
る
の
か
の
決
定
を
検
閲
官
と
国
家
に
委
ね
て
い
る
、
教
授
や
官
吏
、
信
頼
で
き
る
著
述
家
た
ち
に
し
か
プ
レ
ス
の
自
由
を
認
め
て
い

な
い
と
い
っ
た
批
判
が
な
さ
れ
た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
ク
ル
ー
ク
の
い
う
プ
レ
ス
の
自
由
は
、
政
府
の
た
め
に
執
筆
し
た
り
国
家
に
と
っ
て
ど

う
で
も
よ
い
事
柄
に
つ
い
て
執
筆
し
た
り
す
る
者
以
外
に
は
、
妨
害
さ
れ
ず
に
印
刷
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
と
い
う
壁
に
映
っ
た
影
絵
に
す
ぎ

な
い
、
と
。Ebd., S. 293 f. und S. 312 f.

K
rug, Entw

urf, S. V
-V

III.

第
Ⅱ
部
で
は
、
プ
レ
ス
犯
罪
が
厳
格
な
陪
審
員
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
を
自
由
の
濫
用
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
る
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。K

rug, Entw
urf, S. 81 f. und S. 86 ff.

ク
ル
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
時
代
に
出
会
っ
て
以
降
二
人
は
親
友
関
係
で
あ
っ
た
が
、
コ
ッ
ツ
ェ
ブ
ー
は
本
来
哲
学

（
者
）
嫌
い
で
あ
っ
た
。K

rug, Lebensreise, S. 165 ff.
O

ppositions-Blatt oder W
eim

arische Zeitung, Bd. 4, W
eim

ar 1817, S. 567-569. 

最
後
に
編
集
部
に
よ
る
注
釈
が
付
さ
れ
て
い

る
。U

eber einige, unter der vorigen Redaction in das W
eim

arische O
ppositionsblatt eingeschlichene Bem

erkungnen, in: 
Literarisches W

ochenblatt, Bd. 1, N
r. 14, W

eim
ar 1818, S. 105 f.

ク
ル
ー
ク
は
「
デ
マ
ゴ
ー
グ
」
を
、「
煽
動
的
政
治
家
」
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ア
語
本
来
の
「
民
衆
を
導
く
者
」
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
化
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
主
教
テ
オ
フ
ィ
ロ
スT

heophilos

（
？

～
四
一
二
年
）
の
求
め
に
応
じ
、
異
教
神
殿
の
閉
鎖
・
破
壊
を
命
じ
た
。
そ
の
際
セ
ラ
ペ
ウ
ム
の
蔵
書
も
失
わ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
事

実
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
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全
九
条
か
ら
な
る
検
閲
令
は
、N

. Bachleitner, D
ie literarische Zensur in Ö

sterreich von 1751 bis 1848, W
ien/K

öln/
W

eim
ar 2017, S. 427-430. 

検
閲
の
緩
和
と
と
も
に
、
検
閲
の
中
央
集
権
化
が
推
進
さ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
に
設
置
さ
れ
た
書
籍
検
閲
主
要
委
員

会
が
国
内
の
全
書
籍
を
管
轄
し
、
禁
書
の
決
定
は
同
委
員
会
の
専
断
事
項
と
さ
れ
た
。Ebd., S. 60 f. 

し
か
し
検
閲
の
緩
和
は
「
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
洪
水
」
を
引
き
起
こ
し
、
反
動
政
策
を
誘
引
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
治
世
下
の
出
版
状
況
に
つ
い
て
は
、「
ヨ
ー
ゼ
フ
２

世
期
に
お
け
る
ウ
ィ
ー
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
家
の
政
治
的
挑
戦
」『
東
欧
史
研
究
』
二
七
巻
（
二
〇
〇
五
年
）
四
六
～
六
八
頁
を
は
じ
め
と
す

る
上
村
敏
郎
氏
の
研
究
を
参
照
。

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
は
一
七
九
七
年
に
即
位
す
る
と
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
を
罷
免
し
反
啓
蒙
・
反
動
路
線
の
修
正
に
努
め
た
。

し
か
し
ク
ル
ー
ク
が
『
独
英
の
プ
レ
ス
立
法
』
で
国
王
の
政
令
を
称
賛
し
た
翌
年
の
一
八
一
九
年
、
国
王
は
テ
ー
プ
リ
ッ
ツ
で
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ

と
会
談
し
、
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ト
の
会
議
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
拙
著
、
三
八
頁
。

E. F. v. H
ertzberg, U

eber den w
ahren Reichtum

 der Staaten, das Gleichgew
ichts des H

andels und der M
acht, 1786, 

S. 1 f. 

こ
れ
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
誕
生
日
を
祝
し
一
七
八
六
年
一
月
二
六
日
に
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
で
開
か
れ
た
会
で
講
演
す
る
た
め
に

執
筆
さ
れ
、
元
々
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
た
も
の
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
出
版
地
・
出
版
者
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

C. v. Rotteck und C. W
elcker, Staats-Lexikon, Bd. 13, A

ltona 1842, S. 382 ff. 

ド
イ
ツ
の
陪
審
制
に
つ
い
て
は
、
三
成
賢
次

「
陪
審
制
と
参
審
制
─
─
近
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
司
法
へ
の
民
衆
参
加
─
─
」
佐
藤
篤
士
・
林
毅
編
著
『
司
法
へ
の
民
衆
参
加
─
─
西
洋
に
お

け
る
歴
史
的
展
開
』（
敬
文
堂
、
一
九
九
六
年
）
一
八
九
～
二
一
〇
頁
、
同
『
法
・
地
域
・
都
市
─
─
近
代
ド
イ
ツ
地
方
自
治
の
歴
史
的
展

開
』（
成
文
堂
、
一
九
九
七
年
）
一
六
七
～
一
八
二
頁
を
参
照
。

　

三
成
賢
次
先
生
に
は
、「
西
洋
法
制
史
」
の
魅
力
と
奥
深
さ
を
教
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
多
年
に
わ
た
り
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
っ
て
き
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本
稿
は
、
先
生
の
学
恩
に
報
い
る
に
は
甚
だ
不
十
分
で
拙
い
も
の
と
な
っ
た
が
、
今
後
一
層
研
究
に
精
進
す
る
こ
と

を
お
誓
い
し
、
ご
退
職
の
お
祝
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
の
至
り
で
あ
る
。
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